


12月の税等料金・納付のお知らせ

▲

固定資産税　第4期▲

国民健康保険税（普通徴収）　第7期▲

後期高齢者医療保険料（普通徴収）　第6期▲

保育園保育料　12月分▲

介護保険料（普通徴収）　第7期▲
水道料金　12月分（9～10月使用量を1/2したもの）▲
下水道使用料　12月分

・山東・伊吹・米原地域
　（9～10月汚水量を1/2したもの）
・近江地域
　（8～9月汚水量を1/2したもの）
※口座振替日・納期限　平成21年1月5日（月）

もくじ12月の時間外窓口のご案内

実施日

▲

12月11日（木）･25日（木）　19時まで延長
実施窓口

▲

市役所各庁舎窓口
※毎月第２･第４木曜日（祝日の場合は前日の水曜
　日）に延長窓口を開設しています。
《取り扱い業務》
  ・住民票･戸籍に関する証明書の発行
  ・印鑑登録申請・印鑑登録証明書の発行
  ・外国人登録に関する証明書の発行
  ・税に関する証明書の発行
  ・税金の納付
  ・125cc未満のバイクの登録
  ・米原市ナンバー（旧町ナンバー含む）の廃車申告
  ・臨時運行許可業務

12月15日号（お知らせ号） 12月12日（金）

次回の広報まいばら発行日は・・・

http://www.city.maibara.shiga.jp
市役所へのお問い合わせは公式サイトの

米原市公式サイト（ホームページ）

問い合わせ をクリックしてください。

納税は便利な
口座振替で

特集１
平成 19年度決算大解剖！ ３

・雪のシーズン到来！除雪作業にご協力を 12

・（仮称）東部給食センターの建設スタート 11

～平成20年度部局別重点目標～ 上半期進ちょく状況について
市民への約束

8

市職員の給料などの状況をお知らせします 7

まいばら暦－maibara koyomi－ 13

市政情報
・パブリックコメントを募集しています。 10

1 月の健康カレンダー 14

フレーフレー子育て 16

米原歴史街道45 19

市長とまちかどト～ク 20

まいばらまんすりー・れぽーと 22

考えよう！暮らしと人権⑨ 24

人口41,827 人（－28）　男 20,498 人（－24）　女 21,329 人（－4）　世帯数13,567 世帯（5）　

65歳以上の人口　10,144 人　高齢化率　24.25%　※（　）内は前月との比較　【平成20年11月1日現在】

18わたしのゆるり時間に

問 市民窓口課　　☎ 52-6927　　　 52-4539FAX

米原市各自治センター連絡先

山東自治センター　☎ 55-8101　　　55-2406
伊吹自治センター　☎ 58-2221　　　58-1630
米原自治センター　☎ 52-6623　　　52-4539
近江自治センター　☎ 52-6920　　　52-8730

FAX
FAX
FAX
FAX

問 市民部　収納課（近江庁舎）
☎ 52-3189　　　 52-6930FAX

くらしのガイド 25

今月の表紙
　オレンジ色に輝く柿の実が、わらぶきの「柿屋」に干され、そ
の壮観な姿は米原の秋の風物詩のひとつとなっています。手作業
でひとつひとつ丁寧に皮が剥かれ、２週間ほど干した後、手もみ
と天日干しを繰り返すことで甘味が増すのだそうです。できあが
った「あまんぼう」は日光寺や市内の道の駅などで販売され観光
客などに喜ばれています。

日光寺のあまんぼう
かきのや
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決算大解剖 !決算大解剖 !決算大解剖 !
平成19年度　主な事業

　米原市では、市民のみなさんに納めていただいた税金
や国・県からの交付金、市債などがどのように使われて
いるのかを公表し、市政へのご理解をいただくため、毎
年 6月と12月に市の財政状況を公表しています。
　今回は、平成19年度の決算についてお知らせします。

まちが元気になる
ように事業が行わ
れているんだね。

わたしたちが米原市で
安全・安心に過ごせる
ようこんな風にお金が
使われたんだね。

平成
19年度

誇りといきがいと笑顔で紡ぐ心豊かなまち
■大原小学校のプール改修（1,667万5千円）　
■人権意識調査活動（425万7千円）
■まちづくり団体などへの活動補助金（522万円）
■国際理解教育を目指し小学校への外国人英語教諭の設置（1,715万4千円）

市民の絆で築く心と体の健康なまち
■妊婦健康診査料を無料化（725万3千円）　　　
■就学前乳幼児の医療費を無料化（9,033万7千円）
■放課後児童クラブの推進（2,538万9千円）
■共同作業所「ライフまいばら」の建設資金の貸付（5,530万円）
■国民健康保険ヘルスアップ事業（1,451万3千円※特別会計）
■生涯スポーツの推進（3,838万2千円）

災害に強く生活が便利なほっとするまち
■メール配信サービス開始（89万3千円）
■市道新設改良事業（4億1,876万7千円）
■湖北地域消防組合への負担金（5億228万円）

政策実現のための都市経営
■自治会活動、備品助成など（3,952万8千円）
■自治基本条例の推進（55万4千円）
■ケーブルテレビ放送番組制作（2,199万6千円）
■近江地域ケーブルテレビ施設整備（70万4千円）

田舎都市が魅せるいやしのまち
■環境フォーラムの開催（13万円）
■河南樋口地先のふるさと農道整備事業を完了（1,590万5千円）
■柏原街なみ環境整備（8,884万9千円）
■湖北広域行政事務センター負担金（ごみ処理など）（6億4,141万2千円）

地の利を活かしたにぎわいのまち
■特産品マップの作成（60万8千円）
■観光ポスター、観光マップの作成（136万5千円）
■ほたるまつりの開催（218万5千円）
■米原駅自由通路第一期工期の完了（14億8,123万6千円）
■米原駅南工業団地の造成工事を開始（6,908万7千円※特別会計）

▲大原小学校プール開き

▲夢高原かっとび伊吹

▲湖北地域消防組合

▲柏原街なみ環境整備

▲米原駅自由通路

▲自治基本条例推進委員会
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一般会計の歳入 187億6,229万6千円　（前年度から－2.5％）

34.0
%市税

　市民のみなさんや市内の
会社などから納めていただ
いた税金

63億8,190万6千円
（10.5％）

市民1人あたり  15万2,004円

9.6
%市債

　建設事業などを行うため
に市が借り入れるお金

18億640万円
（－39.7％）

市民1人あたり  4万3,025円

14.0
%国・県支出金

　国や県から交付されるお金

26億2,676万円
（23.4％）

市民1人あたり  6万2,564円

26.7
%地方交付税

　一定水準の行政サービス
を行えるよう国が交付する
お金

50億1,451万8千円
（－2.6％）

市民1人あたり  11万9,436円

5.0
%繰越金

　18年度から19年度に
事業を繰越したお金や、
18年度決算で余ったお金

9億3,110万8千円
（21.8％）

市民1人あたり  2万2,177円

1.3
%繰入金

　基金の取り崩しや特別
会計からの繰入金など

2億3,561万9千円
（52.6％）

市民1人あたり  5,612円

3.6
%その他

　寄付金や財産の売払い
収入など

6億8,687万6千円
（－12.6％）

市民1人あたり  1万6,360円

1.8
%使用料・手数料

分担金・負担金
　施設を利用したときの
使用料や保育料など
3億3,363万6千円

（3.5％）
市民1人あたり  7,947円

4.0
%各種交付金

　国や県から割り当てて
交付されるお金

7億4,547万3千円
（－36.8％）

市民1人あたり  1万7,756円

※右上○は構成比、（　）は前年度比
※平成20年3月31日現在の人口41,985人で市民1人あたりの計算をしています。

■市税の内訳

①固定資産税　33億3,320万3千円（97.0％）　　⑤軽自動車税　8,890万3千円（94.0％）
②個人市民税　19億2,966万3千円（96.1％）　　⑥都市計画税　6,994万9千円（93.6％）
③法人市民税　  7億　522万6千円（99.5％）　　⑦入湯税　　　　　2,242万円（ 100％）
④たばこ税　　  2億2,861万6千円（ 100％）　　⑧鉱産税　　　　392万5千円（ 100％）

（決算額） （収納率） （決算額） （収納率）

① ② ③ ④

⑤
⑥

⑧
⑦

市税の中には一定の政策目的を達成するために、使いみちが決められている目的税があります。
米原市では「都市計画税」と「入湯税」があり、以下のように使われています。

都市計画税
6,994万9千円の
使いみち

入湯税
2,242万円の
使いみち

　主に街路事業
（米原駅東部土地
区画整理事業）や
下水道事業、こ
れらの事業のた
めに借り入れた
市債の償還金に
使われています。

　主に消防施設
や観光施設の整
備、観光振興事業
に使われていま
す。

下水道事業
4億2,478万2千円 工業団地

造成事業
6,908万7千円

市債償還
7億5,963万円
市債償還

7億5,963万円

都市計画税
6,994万9千円

国・県支出金
6億7,071万7千円
国・県支出金

6億7,071万7千円市債
10億7,024万1千円

市債
10億7,024万1千円

負担金
その他

2億6,238万5千円

負担金
その他

2億6,238万5千円

一般財源
6億6,275万3千円

一般財源
6億6,275万3千円

街路事業
14億8,254万6千円

街路事業
14億8,254万6千円

財源

使いみち

財源

使いみち

観光施設
332万8千円

観光振興
1,543万3千円
観光振興

1,543万3千円

入湯税
2,242万円
入湯税
2,242万円

消防施設
1,735万8千円
消防施設

1,735万8千円

国・県支出金
167万円

市債
620万円
市債
620万円その他

23万円

一般財源
559万9千円
一般財源
559万9千円
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平成平成

年度年度
1919

一般会計の歳出 178億5,881万4千円　（前年度から－2.5％）

21.4
%土木費

　道路や区画整理など
まちづくりのために

38億1,409万8千円
（22.7％）

市民1人あたり  9万844円

10.4
%総務費

　市役所の運営のために

18億6,391万3千円
（－4.9％）

市民1人あたり  4万4,395円

15.1
%公債費

　市債（借金）の返済の
ために

26億9,099万6千円
（9.3％）

市民1人あたり  6万4,094円

19.9
%民生費

　こどもや障がい者、高齢
者の福祉のために

35億4,691万7千円
（－20.1％）

市民1人あたり  8万4,481円

9.7
%教育費

　幼稚園、小・中学校の
教育や文化スポーツ振興
のために

17億3,514万8千円
（－25.6％）

市民1人あたり  4万1,328円

8.9
%消防費

6億8,000万2千円

諸支出金
5億1,826万8千円

商工費
2億3,429万1千円

議会費
1億5,005万5千円

労働費
546万1千円

災害復旧費
115万2千円

6.2
%農林水産業費

　農業や林業の振興のために

11億1,174万５千円
（26.4％）

市民1人あたり  2万6,480円

8.4
%衛生費

　健康づくりやごみ処理など
よりよい生活環境のために

15億676万8千円
（12.6％）

市民1人あたり  3万5,888円

図書館の運営
にかかるお金
市民１人あたり
1,224円

小学校にかかるお金
児童１人あたり
90,473円

中学校にかかるお金
生徒１人あたり
138,062円

幼稚園にかかるお金
園児１人あたり
179,893円

バスの運行にかかるお金
市民１人あたり
2,246円

健康診断
にかかるお金
市民１人あたり
1,078円

※常勤職員の人件費は含んでいません。
※平成19年 5月 1日現在の幼稚園児数（457人）、児童数（2,646人）、生徒数（1,358人）で１人あたりを計算しています。

道路の整備
にかかるお金
市民１人あたり
13,152円 消防にかかるお金

市民1人あたり
　15,468円

の

市民1人あたり
　　　 いろいろ…
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特別会計の決算概要

公営企業会計の決算概要

米原市の基金（貯金）と市債（借金）の残高

特別会計名

国民健康保険 35億7,662万6千円

2億9,909万6千円

27億7,510万2千円

37億7,338万3千円

2億5,785万4千円

26億8,455万6千円

35億6,156万2千円

2億8,669万2千円

26億7,204万7千円

37億7,036万1千円

2億5,334万5千円

25億3,541万2千円

介護保険

老人保健医療

水道事業会計

水道事業会計

収益的
収支

7億1,052万9千円

4億8,932万1千円

5億1,455万5千円

6億7,070万5千円
資本的
収支

農業集落排水

流域関連
公共下水道

国民健康保険
直営診療所

歳　　　入 歳　　　出

土地取得 4,187万6千円

16億4,060万9千円

6,908万7千円

1億5,924万3千円

502万8千円

1,551万3千円

4,187万6千円

14億9,988万8千円

6,908万7千円

1億5,180万2千円

488万9千円

1,549万8千円

工業団地造成

住宅団地造成

駐車場

住宅新築
資金等貸付

米原駅東部
土地区画整理

　特定の事業、資金などについて、一般会計から区別して
収支を経理している会計です。高齢者の方への介護サービ
スを行う介護保険特別会計や、米原駅東口の区画整理事業
を行うための特別会計を設置しています。

企業会計のため、２つの収支から
成り立っています。

●収益的収支は、主に水道料金で
まかない、安全な水を供給する
ために施設維持管理するための
収支です。

●資本的収支は、水道施設の整備
に必要な収支です。

歳入

歳出

歳入

歳出

　米原市は、平成19年に策定した「米原市総合計画」に基づき、「自立・発展」を目指してしてまちづくりを進めています。
　また、スリムで効率的な行財政運営と堅固な財政運営を行うため、「集中改革プラン」に基づき事業の廃止や縮小、施設の統廃合、
補助金の見直し、職員適正管理の適正化など、行財政改革を進めています。
　将来の財政基盤を支える米原駅周辺の整備事業や区画整理事業がピークを迎え、今後続く市債の返還を考慮すると、当面厳しい
財政状況が続くことになります。そこで行財政改革を着実に実行していくことにより、財政危機を回避し、自立した財政基盤を作っ
ていくことが急務です。
　これらの取り組みは、市民の皆さんのご理解とご協力なくしては実現できるものではありません。持続可能な活力に満ちた米原
市を目指し、行政と市民のみなさんとが協働して効率的な行財政運営を進めたいと考えています。

　市債の借り入れは必要なものに絞り、過去に借りた利率の高い市債は繰り上げ償還をしながら、過剰な負担とならないよう、残
高を減らすようにしています。

財政調整基金

市債管理基金

特定目的基金

定額運用基金

計

20億1,739万4千円

20億1,697万9千円

21億5,198万2千円

　9億7,750万円

71億6,385万5千円

基金（貯金）市民1人あたり
17万　629円

基金（貯金）

一般会計

特別会計

水道事業会計

計

227億　453万9千円

289億8,266万6千円

　27億3,404万1千円

544億2,124万6千円

市債（借金）市民1人あたり
129万6,207円

市債（借金）

基金残高の推移
76

72

68

64

60

56

（億円）

H17 H18 H19

63.8億円

68.9億円

71.6億円

お問い合わせ　総務部　財政課（米原庁舎）　☎ 52-1553　　　52-4447FAX

市債残高の推移
560

550

540

530

520

510

（億円）

H17 H18 H19

525.2億円

546.3億円

554.2億円
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市職員の給与などの状況をお知らせします
　市職員の給与などについては、給与条例や市議会における予算などの審議を通じて公表されています
が、市民の皆さんにより一層ご理解をいただくために、その状況をお知らせします。

■人件費の状況（普通会計決算）
年
度

19

住民基本台帳人口
（年度末）

H20.3.31
41,188

歳出総額
A

千円
18,782,374

実質収支

千円
762,493

人件費
B

千円
3,074,146

人件費率
（Ｂ／Ａ）

16.4

（注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

■職員の平均年齢、平均給料月額の状況（H20年4月1日現在）
区　分

米原市 41.3歳 323,300円 48.11歳 248,500円

一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

技能労務職

（注）平均給料月額とは平成20年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の
　　 平均です。

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成20年4月1日現在）

区　　分

一般行政職
高校卒 229,500円 275,800円 317,800円

経験年数10年

大学卒 268,200円 311,300円 336,000円

経験年数15年 経験年数20年

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の
　　 年数をいうものです。

■一般行政職の級別職員数の状況（平成20年4月1日現在）
区　　分

標準的職務内容

職　　員　　数

構　　成　　比

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 合　計

主事 主事 主幹 課長補佐 課長・参事 部長・主監主査・主任

11 28 6 37 46 13 268127

4.1 10.5 2.2 13.8 17.2 4.9 10047.4

（注）１ 米原市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
 　　２ 一般行政職とは、税務職、医療職、企業職、教育職および技能労務職以外の職員をいいます。

■職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）
区　　　分

大　学　卒

高　校　卒

米原市 172,200円

172,200円

140,100円

140,100円

－

－

137,200円

－

－

－

121,600円

－

国

米原市

国

一般行政職 技能職 労務職

■職員給与費の状況（普通会計予算）
年
度

20 千円
1,401,153

人
394

給　与　費

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ
職員数
Ａ

千円
221,629

千円
569,388

千円
2,192,170

一人当たりの給与費
（Ｂ／Ａ）

（注）１ 職員手当には退職手当を含みません。
 　　２ 給与費は6月補正後の予算に計上された額です。

千円
5,564

■職員手当の状況（平成20年4月1日現在）

米原市 国

（平成20年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算
措置

  6月期
12月期
計

期末手当
1.4月分
1.6月分
3.0月分

勤勉手当
0.72月分
0.72月分
1.44月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算
措置

  6月期
12月期
計

期末手当
1.4月分
1.6月分
3.0月分

勤勉手当
0.72月分
0.72月分
1.44月分

（平成20年度支給割合）

（１）期末手当・勤勉手当
米原市 国

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の加算措置
（定年前早期退職特別措置2～ 20％）

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨
32.76月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の加算措置
（定年前早期退職特別措置2～ 20％）

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

（２）退職手当

（３）特殊勤務手当
種　　類 内　　容

感染症防疫
行旅病死人取扱
除雪作業
野犬捕獲
放射線取扱
下水道維持管理

感染症救護1日500円、結核患者指導1日50円
行旅病傷人救護1日1000円、屍体処理3000円
除雪車による除雪作業従事1時間600円
野犬捕獲作業1日200円
診療所における放射線取扱1日230円
下水暗渠、管渠維持1日600円

区　　分 内　　容 国との同異

扶養手当
（月額） 同じ

同じ

同じ

住居手当
（月額）

通勤手当
（月額）

（４）その他手当

配偶者13,000円、その他6,500円（うち1人目について
配偶者なし11,000円）、特定扶養加算5,000円

借家27,000円限度、持家新築5年以内2,500円

自家用車のみの場合距離に応じ2,000円から24,500円、
交通機関利用の場合運賃相当額（55,000円限度）

■特別職の報酬等の状況
区　分

市　長
副市長
教育長

給料月額

785,000円
670,000円
640,000円

（平成20年度支給割合）
　  6月　　  1.6月
　12月　　1.75月
　 合計　　 3.35月（15％加算）

議　長
副議長
議　員

350,000円
270,000円
250,000円

（平成20年度支給割合）
　  6月　　  1.6月
　12月　　1.75月
　 合計　　 3.35月（15％加算）

期末手当

給
料

報
酬

お問い合わせ　総務部　総務課（米原庁舎）　☎ 52-1552　　　52-4447FAX

■部門別職員数の状況
部　　　門

議　　　　　会

総　　　　　務

うち市民自治センター

税　　　　　務

民　　　　　生

衛　　　　　生

労　　　　　働

農　　　　　水

商　　　　　工

土　　　　　木

小　　　　　計

教　　　　　育

小　　　　　計

病院（診療所）

水　　　　　道

下　　水　　道

その他（国保、介護）

小　　　　　計

4

106

39

20

94

30

1

21

7

40

323

81

81

7

9

11

15

42

446

4

101

39

20

89

31

1

18

7

40

311

81

81

7

9

11

15

42

434

0

△ 5

0

0

△ 5

1

0

△ 3

0

0

△ 12

0

0

0

0

0

0

0

△ 12

増　　　減
職　　員　　数

H19 H20

（注）各年度４月１日現在定員管理調査の数値です。

一　
　

般　
　

行　
　

政

公
営
企
業
等

特
別

行
政

合　　　　　計
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◆経済環境部 ……………………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 環境基本計画実施計画素案作り。地球温暖化対策実行計画策定。ホタル特別保護区の新たな候補地を選考しました。

環境基本計画スタート　ホタルが輝きつづける田舎都市の実現に向け取り組みます。 ★★★

宣言2
主な取組結果 広域的な観光圏の整備計画に着手。観光ＰＲビデオを撮影。市内観光案内看板の現況調査を実施しました。

観光ブランド確立に向けて、受入れ態勢整備とイメージアップに取り組みます。 ★★★

宣言3
主な取組結果 学校給食での地場農産物の利用推進。病害虫防除協議会の統合。都市住民との交流事業を実施しました。

田舎都市米原の特色を生かした農業経営の確立とグリーンツーリズムの推進をします。 ★★★★★

宣言4
主な取組結果 森林整備の業務委託を森林組合へ発注。番場地先で間伐事業を推進。米原市鳥獣被害防止計画を策定しました。

市民が主体となった里山づくりの推進と獣害対策を強化します。 ★★★★

◆土木部 …………………………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 天野川の浚渫（しゅんせつ）残土の処分場所確保に向けた調整開始。米原駅周辺で雨水調整池１基の用地取得完了。

山東本巣線の災害発生時の生活道路の確保について関係自治会・県との調整実施。

災害の防止や災害時の生活道路を確保する対策に取り組みます。 ★★★

宣言2
主な取組結果 平成22年度の既存集落の下水道整備完了にめど。下水道が使えるようになった地域での接続により、水洗化率に伸び。

地域の協力を得て、水環境の改善に取り組みます。 ★★★

宣言3
主な取組結果 水道事業基本計画の見直し作業開始。山東米原連絡管工事を発注。河内浄水場改修工事に着手しました。

安全で安心できる水道水の効率的な供給に取り組みます。 ★★★

宣言4
主な取組結果 坂田駅周辺地域の市街化区域編入について県に要望書を提出し協議実施。春照地区で消雪装置の整備に着手しました。

地域のまちづくりの支援として有効な施策に取り組みます。 ★★★

◆教育部 …………………………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 東部給食センターの建設工事に着手。地元農産物導入のため農協と基本協定書を締結。坂田小、息長小、双葉中のエレベーター工事着手。

全中学校にAEDを設置しました。

学校施設を改善し、子どもたちによりよい学習環境を提供します。 ★★★

宣言2
主な取組結果 10校園で伊吹山や地域の山の登山実施。郷土の風景を描く活動を実施。全校園で読書時間を設定しました。

米原っ子の「生きる力」を育みます。 ★★★

宣言3
主な取組結果 全幼稚園で3年保育を実施しました。

「子育て・子育ち支援」を充実します。 ★★★

宣言4
主な取組結果 全国スポレク祭実行委員会を立上げ、大会を盛り上げる活動を展開。芸術展覧会の開催に向け作品を募集しました。

豊かな感性と健康な身体づくりに頑張る皆さんを応援します。 ★★★

◆都市整備部 ……………………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 米原駅東西のエスカレーターの使用開始。米原駅東口周辺まちづくり事業のプロポーザル（民間事業者からの企画提案）公募は、経済環境の

悪化により、方針の変更を行いました。

人の行き交いや賑わいを生み出す米原駅周辺地区の整備を進めます。 ★★★

宣言2
主な取組結果 区画整理事業の国道付けかえ工事発注の準備中。関連事業も工事設計に入る状況まで進みました。

米原駅を中心とした都市核づくりを目指し、米原駅東部土地区画整理事業を計画的に進めます。 ★★★

宣言3
主な取組結果 米原南工業団地の造成工事推進。アクセス道路の土質調査や関係機関協議、説明会の開始。産業活性化計画の素案を策定しました。

産業活性化計画を策定し、企業の事業拡大や新規立地を促進します。 ★★★

◆市民自治センター ……………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 各市民自治センターが、担当する区域ごとに地域創造会議を設置しました。

「地域創造支援組織」の設立により、地域の絆によるまちづくりを推進します。 ★★★

宣言2
主な取組結果 近江長岡駅周辺地域活性化懇話会の設置。東草野まちづくり懇話会でイベントや交流事業を検討。市の重点プロジェクト推進のため説明会

開催や地権者等との調整実施。坂田駅周辺まちづくり委員会を立ち上げ、検討を開始しました。

４つの市民自治センターが、それぞれに地域の問題・課題解決に取り組みます。 ★★★

宣言3
主な取組結果 来庁者アンケート調査を実施。スキルアップ研修と各市民自治センター間で窓口職員交流を実施。市民の声を定期的に公表しました。

市民の声を業務に生かし、市民窓口サービスを向上させます。 ★★★

お問い合わせ　政策推進部　総合政策課（米原庁舎）　☎ 52-6626　　　52-5195FAX
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市民への約束 ～平成 20年度部局別重点目標～ 
上 半 期 進 ち ょ く 状 況 に つ い て

　平成20年度当初に設定した部局別重点目標について、上半期
終了時点における進ちょく状況をお知らせいたします。8部4セ
ンターの部局長が宣言した重点目標は、全35項目。各項目ごと
に進ちょく率に応じて5段階の星マークを付記しています。詳し
くは、市公式ウェブサイト（ホームページ）および市役所各庁舎、
図書館に設置している市政情報プラザでご覧いただけます。

表示マーク 進ちょく率
★★★★★
★★★★
★★★
★★
★

81%～ 100%
61%～　80%
41%～　60%
21%～　40%
　0%～　20%

※表示マークは宣言項目を達成
するための各個別取組項目の
進ちょく率（年間計画に対す
る率）を平均化した数値を基
に示しています。
※部局長自らが各項目ごとに進
ちょく状況の判定を行い、市
長、副市長、教育長へ報告を
しています。

◆政策推進部 ……………………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 9月1日を｢条例記念日」と制定。市政功労者表彰を実施。退職シニアの地域活動のためのガイドブック作成を開始しました。

自治基本条例に基づき、市民が主役の協働のまちづくりを進めます。 ★★★

宣言2
主な取組結果 シンボルキャラクター作成。米原ガンバレ！ふるさと応援寄付条例の制定。PR活動実施。（上半期実績：8件、110万4千円)

米原市の魅力を全国に売り込む戦略を立て、都市ブランド化に取り組みます。 ★★

宣言3
主な取組結果 条例検討委員会を開催。シンポジウムを開催。職員プロジェクトチームを設置し、検討しました。

（仮称）水源の里条例の制定に向けた検討を開始します。 ★★

宣言4
主な取組結果 カモンバス２路線の廃止。予約制乗合タクシー「カモン号」の運行準備を行いました。

市内公共交通システムを再編します。 ★★★

宣言5
主な取組結果 地域情報化計画策定職員プロジェクトチームを設置。市民意識調査を実施。「市長とまちかどトーク」を６回開催しました。

市の情報化を推進するとともに、広聴をさらに充実させます。 ★★★★★

◆総務部 …………………………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 人権尊重まちづくり基本方針の素案検討。男女共同参画実践モデル地区に２自治会を指定しました。

市民一人ひとりが大切にされるまちをつくります。 ★★

宣言2
主な取組結果 階層別研修、自治大学校、市町村アカデミーへの職員派遣。管理職登用に通信教育を導入。計画的な職員採用を実施。

適正な人員で機動力のある市役所をつくります。 ★★★

宣言3
主な取組結果 27施設の指定管理者に対し利用者アンケートを依頼。遊休施設などの貸付を３件実施しました。

市有財産を効率的に運用します。 ★★★

宣言4
主な取組結果 長期財政計画を作成。制限付一般競争入札を3件、総合評価方式による指名競争入札を2件実施しました。

無理無駄のない健全な財政運営を行います。 ★★★

◆市民部 …………………………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 インターネット公売の実施。督促文書などの翻訳や休日納税相談、個別訪問の実施。滞納対策状況を公表しました。

収納体制を強化し、税や公共料金の公平性や信頼性を高めます。 ★★★

宣言2
主な取組結果 前納報奨金制度廃止の周知。税源移譲に伴う市県民税還付申告の啓発。固定資産税評価替え業務として宅地データを整理しました。

課税の評価基準や制度を見直し、公平公正な課税を行います。 ★★★★

宣言3
主な取組結果 全国瞬時警報システムの機器製作および設置。防災計画見直しのための資料収集。自主防災組織が新たに５自治会で設立されました。

災害に強いまちづくりを目指して安心して暮らせる体制整備を行います。 ★★★

宣言4
主な取組結果 特定健診の実施。長寿医療制度（後期高齢者医療制度）について広報紙や出前講座を通じて説明しました。

医療制度改正の広報と健康診査の受診率向上に取り組みます。 ★★★

◆健康福祉部 ……………………………………………………………………………
宣言1
主な取組結果 障がい者計画等策定委員会の開催に遅れ。日中一時支援サービス提供事業所として新たに２事業所が参入しました。

障がいのある人の自立生活を支援します。 ★★

宣言2
主な取組結果 介護保険運営協議会の開催。災害時要援護者名簿、認知症対策などによる支援の仕組みづくりを実施。

誰もが安心して暮らせるように支援します。 ★★★

宣言3
主な取組結果 子育て応援隊に113団体、136事業所が登録。放課後キッズを5回実施。心理判定員による育児相談を実施。「幼保一元化推進プラン」素案を策定しました。

子どもと家庭のSOSを、市民・地域・企業とともに“S（相談）・O（応援）・S（支援）”で受け止めます。 ★★★

宣言4
主な取組結果 米原版健康手帳の原案作成。食育推進計画の骨子案検討。特定健診の受診率は35.6％です。

まいばら版健康手帳を活用した健康づくりを支援します。 ★★★
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
社
会
の
到
来
は
、
住
民
生
活
の
向

上
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
と
同
時

に
、多
く
の
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
、

こ
れ
に
伴
い
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
も

増
加
さ
せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
、
交

通
安
全
へ
の
決
意
を
よ
り
明
確
な
も
の

と
し
て
打
ち
出
す
た
め
、
米
原
市
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
文
を
も

と
に
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

宣
言
の
制
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

豊
か
な
自
然　

水
と
緑
に
恵
ま
れ

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た　

私
た
ち
の
ま
ち

　

ま
い
ば
ら

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
繁
栄
は  

人
々
の
往
来
と
と
も

に
あ
っ
た

し
か
し　

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら

悲
し
い
現
実
が
後
を
絶
た
な
い

前
方
不
注
意　

無
理
な
追
い
越
し　

無
謀
な
運
転
…

一
瞬
の
気
の
緩
み
が　

家
族
の
絆
を
奪
い
去
る

些
細
な
過
信
が　

大
切
な
人
の
夢
や
希
望
を
打
ち
砕
く

そ
れ
は
他
人
事
で
は
な
く

悲
し
い
現
実
は　

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る　

起
こ
し
う
る

原
因
は　

私
た
ち
の
心
の
中

身
近
な
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い
る

だ
か
ら
こ
そ　

今　

そ
の
現
実
を
直
視
し

私
た
ち
は

心
に
ゆ
と
り
と
緊
張
感
を
も
っ
て

交
通
ル
ー
ル
を
守
り

交
通
安
全
に
努
め
ま
す

私
た
ち
は

命
の
大
切
さ
を
か
み
し
め

家
族
の
た
め　

自
分
自
身
の
た
め

そ
し
て　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に

交
通
安
全
に
努
め
ま
す

私
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
に
手
を
差
し
伸
べ

思
い
や
り
の
心　

感
謝
の
心　

小
さ
な
配
慮
を
も
っ
て

交
通
安
全
に
努
め
ま
す

私
た
ち
は

地
域　

企
業　

行
政　

そ
し
て
市
民
が

手
と
手
を
と
り
あ
い

誰
一
人
と
し
て　

事
故
に
遭
わ
せ
な
い　

事
故
を
起

こ
さ
せ
な
い
決
意
を
も
っ
て

交
通
安
全
に
努
め
ま
す

こ
こ
に　

米
原
市
は
「
交
通
安
全
都
市
」
を
宣
言
し

す
べ
て
の
人
々
の
命
が
輝
く

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
創
り
ま
す

　

水
源
の
里
の
存
在
や
価
値
は
も
と
よ
り
、
そ

の
地
に
育
ち
、
暮
ら
す
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
続

け
、
持
続
的
発
展
を
目
指
し
、「（
仮
称
）
水
源

の
里
に
関
す
る
条
例
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
水
源
の
里
に
関
す
る
条
例
検
討
委

員
会
」
で
検
討
を
重
ね
、
骨
子
案
が
10
月
31
日

に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
骨
子
案
で
は
、
伊
吹
山

や
霊
仙
山
か
ら
の
水
が
市
内
を
巡
り
、
琵
琶
湖

へ
流
れ
る
米
原
市
全
域
を
「
水
源
の
里
」
と
定

義
し
、
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
を
総
合
的
に

講
じ
る
こ
と
、「（
仮
称
）
水
源
の
里
に
関
す
る

条
例
」
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
米
原
市
交
通
安
全
都
市
宣
言
（
案
）

②（
仮
称
）米
原
市
水
源
の
里
に
関
す
る
条
例
（
素
案
）

米
原
市
交
通
安
全
都
市
宣
言
（
案
）

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に第２回まいばら水源の里

市民フォーラムを開催します
　米原市水源の里に関する条例検討委
員会から答申を受けた条例骨子案をも
とに、本年、米原市が制定を目指す条
例（素案）について、参加者がともに
考えます。

平成20年12月20日（土）
午後1時30分から午後4時30分まで

伊吹薬草の里文化センター ジョイホール　
滋賀県米原市春照37番地
☎（0749）58-0105

開催日時

開催場所

案の閲覧方法と市民意見の提出方法
■案の閲覧場所　市役所各庁舎情報プラザ、各行政サービスセンター窓口、各市立図書館、
　　　　　　　　市公式サイト（http://www.city.maibara.shiga.jp）

■意見の提出方法　閲覧場所への直接持参、郵送、FAX、Eメール

■提　出　先　【郵便】〒521-8501　米原市下多良3-3　米原市役所　パブリック・コメント担当
　　　　　　　　【FAX・Ｅメール】上表の担当連絡先まで

募集案件

米原市交通安全都市宣言（案）

（仮称）米原市水源の里に
　　　　　関する条例（素案）

平成20年
　12月　1日（月）～
　12月31日（水）

市民部　防災安全課（近江庁舎）
☎ 52-6630　FAX 52-6930
bouan@city.maibara.shiga.jp

平成20年
　12月　8日（月）～
平成21年
　　1月　9日（金）

政策推進部　総合政策課（米原庁舎）
☎ 52-6626　FAX 52-5195
sousei@city.maibara.shiga.jp

募集期間 お問い合わせ

参加費
無料
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（
仮
称
）東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
ス
タ
ー
ト

（
仮
称
）東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
ス
タ
ー
ト

（
仮
称
）東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
ス
タ
ー
ト

　
（
仮
称
）
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

事
業
は
、
山
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

伊
吹
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
２
つ
の
施
設
を

統
合
し
、
新
た
な
施
設
と
し
て
建
設
整

備
す
る
も
の
で
す
。

　

施
設
の
1
階
は
、
学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
を
満
た
し
た
快
適
な
作
業
空
間

と
し
て
、
安
全
で
衛
生
的
な
「
フ
ル
ド

ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
、
ま
た
２

階
に
は
、
ゆ
と
り
を
も
た
せ
た
見
学
コ

ー
ス
や
調
理
実
習
室
を
設
け
、
食
育
の

発
信
基
地
と
し
て
学
習
で
き
る
空
間
を

確
保
し
ま
す
。

　

新
し
い
試
み
と
し
て
は
、
機
器
の
扱

い
が
容
易
で
地
球
環
境
に
や
さ
し
い

「
オ
ー
ル
電
化
方
式
」
を
採
用
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
本
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

安
心
で
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ

る
給
食
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
食
区
域

・
山
東
・
伊
吹
地
域
・
・
・

　

す
べ
て
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

・
米
原
地
域
・
・
・

　

醒
井
幼
稚
園
・
醒
井
小
学
校
・
息
郷

小
学
校
・
河
南
中
学
校

・
近
江
地
域
・
・
・
ふ
た
ば
幼
稚
園

●
関
連
事
業
の
今
後
の
予
定

「
フ
ル
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」
と
は
…

　

床
を
い
つ
も
乾
い
た
状
態
に
保
ち
、

は
ね
水
に
よ
る
汚
染
の
防
止
や
室
内
の

湿
度
を
低
く
保
つ
こ
と
で
、
細
菌
の
繁

殖
を
抑
え
、
食
中
毒
の
発
生
要
因
を
最

小
限
に
す
る
方
式
で
す
。

「
オ
ー
ル
電
化
方
式
」
と
は
…

　
「
す
べ
て
を
電
気
化
す
る
」
と
い
う
意

味
の
造
語
で
、
調
理
・
給
湯
・
冷
暖
房

な
ど
、
使
用
す
る
熱
源
を
す
べ
て
電
気

で
ま
か
な
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▲完成予想図

１．建設用地概要
　　①建設場所　滋賀県米原市長岡　地先
　　②敷地面積　6,890.68m2

２．建物概要
　　①構　　造　鉄骨造　2階建て
　　②建築面積　2,808.13m2

　　③延床面積　3,387.81m2

　　　（1Ｆ 2,611.05m2・2Ｆ 776.76m2）

３．建築費
　　建設工事　　：5億7829万円
　　機械設備工事：3億1427万円
　　電気設備工事：1億4679万円
　　　　　　　　　（厨房設備工事を除く）

４．施設の完成　　平成21年7月31日

５．給食配食予定　平成21年9月　～

６．配食数　　　　3,000食

平成21年度

米
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事

平成22年度

近
江
地
域
へ

米
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
配
食
ス
タ
ー
ト

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局 

教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
東
庁
舎
）

　

☎
５
５-

８
１
０
７　

 

５
５-

４
０
４
０

FAX
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　12月1日（月）から3月20日（金）
までの間、市の除雪計画に基づいて
除雪作業を実施します。
　地域の実情を把握した迅速な対応
を行うため、各庁舎の市民自治セン
ターを委託業者の指示や住民対応の
窓口とします。

　除雪計画および除雪路線図は市の公
式ウェブサイトで12月1日（月）から
閲覧できます。

地 域 窓 口

現地指揮班

各庁舎
市民自治センター

伊吹地区 ☎58-2221
山東地区 ☎55-8101
近江地区 ☎52-6920
米原地区 ☎52-6623

除雪本部

土木部建設課
☎52-6925

除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！
雪 の シ ー ズ ン 到 来

地域住民

委託業者

　除雪作業は、広域的な交通の円滑化を考慮して、国道や県道とつながる幹線道路や集落間
を結ぶ道路を優先して実施します。また、除雪機械の数も限られており、集落内の狭い道路
や歩道の除雪は、市で全て対応することができません。市民のみなさんのご理解とご協力を
お願いします。

市民のみなさんへのお願い市民のみなさんへのお願い市民のみなさんへのお願い

●路上駐車はしないで！
　作業の妨げになるので、自動車やバイ

クを道路に駐車しないでください。

●雪が降る前にご確認を！
　道路に垂れ下がっている樹木の枝など

は、所有者で処理をしてください。除雪

作業の妨げになるほか、通行車両などに

接触すれば事故などの原因にもつなが

り、道路管理者だけでなく、木の所有者

も責任を問われることになります。

　また、緊急の場合には、支障となる倒

木や枝などについて、予告なく伐採・撤

去することがありますので、ご理解をお

願いします。

●万一の火災に備えましょう！
　消火栓や防火水槽は消火活動に欠かす

ことのできない重要な施設です。地域の

安全を守るため、周辺除雪にご協力くだ

さい。

●雪を車道に捨てないで！
　道幅が狭くなる等、通行に支障が出る

だけでなく、事故の原因になりかねませ

ん。

●雪のかたまりの処理にご協力を！
　除雪車が通過した後、雪のかたまりが

家の出入口をふさぐことがあります。沿

道のみなさんにはご迷惑をおかけします

が、各家庭でご協力をお願いします。

お問い合わせ　土木部建設課（近江庁舎）　☎ 52-6925　　　52-8790FAX
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　道路に垂れ下がっている樹木の枝など

は、所有者で処理をしてください。除雪

作業の妨げになるほか、通行車両などに

接触すれば事故などの原因にもつなが

り、道路管理者だけでなく、木の所有者

も責任を問われることになります。

　また、緊急の場合には、支障となる倒

木や枝などについて、予告なく伐採・撤

去することがありますので、ご理解をお
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●万一の火災に備えましょう！
　消火栓や防火水槽は消火活動に欠かす

ことのできない重要な施設です。地域の
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だけでなく、事故の原因になりかねませ
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●雪のかたまりの処理にご協力を！
　除雪車が通過した後、雪のかたまりが

家の出入口をふさぐことがあります。沿

道のみなさんにはご迷惑をおかけします
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　セント・エルモの火とは悪天候時に船のマスト、教会の尖塔など、とがっ
た物の尖端に起こる青白い光を放つコロナ放電です。
　この現象は、平成13年に観測の役割を終えた伊吹山測候所でも目撃され
ています。報告によると大正15年11月26日「不思議な怪光を観測」と記され、
青紫色の火は測候所の避雷針などの先端に4～5センチの長さにもえ上がっ
たとされています。これは日本での陸地上最初の発見と言われています。

セント・エルモの火

※こころの教育相談の日程は「フレーフレー子育て（17ページ）」に掲載しています。

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

11木

12金

13土

6 土

7 日

8 月

9 火

14日

15月

16火

10水

17水

18木

19金

20土

21日

22月

金26

23火

土27

24水

29月

30火

31水

日28

25木

第４回いきいき・わくわく講座<箕面方面・堂島ロール>（８時～）問近江公民館　
英会話教室[近江公民館](19時30分～)
心配ごと総合相談[近江やすらぎハウス](10時～12時)

ちりめん細工教室(水曜コース)[近江公民館](９時30分～)

ワードで年賀状作成[ジョイいぶき](～５日)
すくすくカモン[山東公民館]（10時～11時30分）
四季を楽しむ園芸講座[米原公民館](13時30分～)

奥伊吹スキー場安全祈願祭[奥伊吹スキー場](11時～)

Ｋｉｄｓクッキング教室[近江公民館](10時～)
和太鼓教室[近江公民館](13時30分～)

おはなし会[山東図書館]（14時～）

親子書き方教室[米原公民館](18時～19時)
英会話教室[近江公民館](19時30分～)
心配ごと総合相談[三島荘(池下)](10時～12時)

ご縁の人間学「十講」[ジョイいぶき](19時30分～21時)
こころの相談室[和ふれあいセンター](13時30分～)

人権啓発パネル展[ルッチプラザ]（～19日）
結婚相談[山東庁舎](13時30分～16時)

こども囲碁教室[米原公民館](13時～15時)
おはなし会[ジョイいぶき]（10時～）

キッズクリスマスショー[ジョイいぶき](14時～)
子ども将棋教室[山東公民館]（13時30分～15時30分）
クリスマス！クリスマス！2008[醒井水の宿駅]（～25日）問米原公民館
Ｋｉｄｓシュガー教室[近江公民館](10時～)
ブレイクダンスメイト[近江公民館](13時～)
ちりめん細工教室(土曜コース)[近江公民館](13時30分～)
ちぎり絵教室[近江公民館](10時～)

親子でフィットネス[愛らんど]（10時～11時）問ジョイいぶき
ネットカフェ(初心者パソコン講座)[米原公民館](9時～12時)
遊書教室[近江公民館](９時30分～)

英会話教室[近江公民館](19時30分～)
心配ごと総合相談[ゆめホール(三吉)](10時～12時)

子育てふれあいサロン[ジョイいぶき](９時30分～)
ニットカフェでのんびりあみもの[醒井水の宿駅]（９時～）問米原公民館
ちりめん細工教室(水曜コース)[近江公民館](９時30分～)

薬草講座[ジョイいぶき](10時～)
すくすくカモンプチクリスマス[山東公民館]（10時～11時30分）
おはなし会[近江図書館]（１１時～）

男性専科講座[ジョイいぶき](10時～)
キッズ「花遊」教室[近江公民館](10時～)
ブレイクダンスメイト[近江公民館](13時～)
まいばら水源の里市民フォーラム[ジョイいぶき](13時30分～)
おはなし会[ルッチプラザ]（14時～）

親子書き方教室[米原公民館](18時～19時)
ネットカフェ(初心者パソコン講座)[米原公民館](9時～12時)
「サンタが家にやってくる!?」[近江公民館](16時30分～)

心配ごと総合相談[伊吹健康プラザ愛らんど](10時～12時)
こころの相談室[Ｓ・Ｃプラザ](13時30分～)

にこにこおはなし会[米原公民館]（10時～）
遊書教室[近江公民館](９時30分～)
結婚相談[山東庁舎](13時30分～16時)

こども囲碁教室[米原公民館](13時～15時)

キッズにっぽんの伝統行事クッキング[ジョイいぶき](９時30分～)
子ども将棋教室[山東公民館]（13時30分～15時30分）

天皇誕生日
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このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

お問い合わせ　健康福祉部  健康づくり課（山東庁舎）　☎ 55-8105　　　55-8130

会場について 場所がわからないときは、健康づくり課までお気軽にお問い合わせください。

●健康づくり課
●山東健康福祉センター
●伊吹保健センター

山東庁舎内（長岡）
ルッチプラザ内（長岡）
伊吹健康プラザ愛らんど内(春照）

●近江保健センター
●米原保健センター
●米原げんきステーション

近江庁舎に併設（顔戸）
米原診療所に併設（三吉）
米原庁舎　南隣（下多良）

生活習慣を見直しましょう

栄 養 相 談
私の食べ方は、自分のからだにあった食べ方ができているの？
そんな疑問に栄養士がお答えします！！
お気軽にご相談下さい。
参加を希望される方は、前日までに電話でお申込ください。

実施日 受付時間 会　　場 持ち物

9:00～11:00

13:30～15:30

13:30～15:30

9:00～11:00

伊吹保健センター

近江保健センター

米原げんきステーション

山東健康福祉センター

健診結果通知書

筆記用具

眼鏡等

1月

1月

1月

1月

14日（水）

22日（木）

23日（金）

28日（水）

■ 実施期間
　 平成20年12月29日（月）～平成21年１月３日（土）
■ 実施場所・時間
　 下記のとおり
　 10：00 ～16：00

12月29日　中村歯科
　　　　　　　高月町高月592-4　　　 ☎85-4858
　　　　　　かが井歯科
　　　　　　　長浜市祇園町704-2　　 ☎68-0767

12月30日　横井歯科医院
　　　　　　　木之本町木之本1710-1　☎82-3553
　　　　　　瀧上歯科医院
　　　　　　　米原市小田19　　　　　☎55-4182

12月 31日　さわ歯科医院
　　　　　　　長浜市加納町918　　　 ☎65-5454
　　　　　　にのみや歯科医院
　　　　　　　米原市春照1911-1　　　☎58-0245

　1月  1日　本康歯科クリニック
　　　　　　　長浜市曽根町767　　　 ☎72-5222

　1月  2日　松原歯科医院
　　　　　　　米原市下多良1丁目16　 ☎ 52-4555

　1月  3日　中瀬歯科医院
　　　　　　　長浜市八幡中山町1297-1　☎ 65-0010

　冬は寒さが厳しく、家の中で過ごすことが多いた
め、運動量が不足しがちです。また、年末年始を始め、
ごちそうをお腹いっぱい食べる機会が多い季節でも
あります。あなたはこの冬どのように過ごされていま
すか？
　生活習慣病の主な原因は、過剰なエネルギー摂取
（食べ過ぎ）と運動不足です。昨年受診された健診の
結果はいかがでしたか？生活習慣
病は知らないうちに血管を傷付
け、やがて心筋梗塞や脳梗塞
といった病気を引き起こしま
す。今一度からだの状況を
確認し、生活習慣を見直し
ましょう。

ノロウイルス食中毒を予防しよう！
＜予防のポイント＞
★ しっかり手を洗いましょう！
★ 感染者の便やおう吐物には触らないようにしましょう!
★ カキなどの二枚貝は十分に加熱しましょう！

　ノロウイルスは強い感染力を持つウイルスで、 ヒト
の身体に入ると下痢やおう吐、発熱などを起こしま
す。 1～ 2日程度で治りますが、 小さなお子さんやお
年寄りは、下痢やおう吐で脱水症状を起こしたり、 お
う吐物をのどに詰まらせる心配があるので、注意が
必要です。
　気になる症状がある場合は、すぐに医療機関を受
診しましょう。

こころの健康づくり講演会

「生活習慣と
　　こころの健康｣

平成２０年１２月１２日（金）
13：30～15：30
（受付13時から）

米原市山東健康福祉センター
（市民交流プラザ　ルッチプラザ内)
米原市長岡1051番地１　☎55－4551

日時：

場所：

年末年始歯科救急診療の実施について

※駐車スペースが少ないため、乗り合わせておこしください。

参加費無料！
直接会場に

お越しください！

★献血実施日の訂正をします★
　広報11月1日号『献血のお知らせ』の一部に誤り
がありました。お詫びして訂正いたします。

誤：平成20年12月2日（火）
正：平成20年12月1日（月）
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安心と健康をサポートします 

母子健康手帳の交付
妊婦相談

すくすく
ホットライン

　健康づくり課・山東健康福祉センター・近江保健センター・米原保
健センター・米原げんきステーションで交付しています。妊娠中の心
配ごとや、わからないことなどお気軽にご相談ください。

　妊娠・出産・育児などに関するご相談、お問い合わせなど、お気軽
にお電話ください。

☎55-8105 （内線１６４／受付８：３０～１７：１５）

乳幼児健康診査
※いずれも全市域を対象に毎月１回実施します。　　※４か月児健診はBCG接種も実施します。
※赤ちゃん手帳の中の問診票（対象月）を子どもさんの様子をみながら記入して当日ご持参ください。
※体調やご都合が悪い場合は、次回おこしください。

事業名（対象）

４か月児健診 
（平成20年8月生まれ）

13：30～14：00
（BCGは13：00～13：15）1月

1月

1月

1月

9日（金）

16日（金)

20日（火）

22日（木）

1月15日（木）

13：00～13：30

13：00～14：00

9：30～10：30

13：00～14：00

米原げんき
ステーション

◇母子健康手帳　
◇バスタオル

◇母子健康手帳
◇バスタオル　◇子どもの歯ブラシ

◇母子健康手帳　
◇子どもの歯ブラシとコップ

◇母子健康手帳
◇子どもの歯ブラシとコップ
◇子どもの尿（朝一番の尿を空容器
　に入れてご持参ください）

山東健康福祉
センター

１０か月児健診 
（平成20年3月生まれ）

１歳６か月児健診 
（平成19年5月生まれ）

２歳６か月児歯科健診 
（平成18年6月生まれ）

３歳６か月児健診 
（平成17年6月生まれ）

実施日 受付時間 会　場 持ちもの

（歯科健診があり
ますので、はみが
きをしてから、お
越しください。）

◇育児不安、ストレス等の悩みや、子どもの成長・発達など、育児についての相談をお受けします。
◇妊婦の健康相談も行っています。  
◇食事・離乳食についての相談は、栄養士がお受けします。  
◇身体計測  
◇1月29日（木）は、心理判定員がお子さんの発達の相談に応じます。 

育児相談 ※時間はいずれも 9：30 ～11：30 です。

1月

1月

1月

1月

7日（水）

21日（水）

23日（金）

29日（木）

伊吹保健センター

近江保健センター

実施日 内　　　容場　所

14：00～15：301歳児歯科健診

誕生日を迎えた月に、湖北歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください２歳～６歳児歯科健診
◇母子健康手帳　

長浜市保健センター

母と子の強い歯をつくろう運動 -主催：湖北歯科医師会 - ※1歳から６歳までのお子さんの誕生月に、歯科健診と歯科指導が　母子ともに無料で受けられます。

事業名（対象） 受付時間 場　　所 持ちもの実施日

22日(木)1月

米原げんきステーション

予防接種
※BCGは月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。　※診察前の体温は会場で測定してください。
※予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読み、必要性や副反応について理解したうえで接種してください。
※薬を使用している方は、服薬手帳や薬の説明書など、服薬内容のわかるものを持参してください。

9日(金)1月 13：00～13：15ＢＣＧ
（３か月～６か月未満児）

◇予診票
◇母子健康手帳　

事業名（対象） 場　　所 持ちもの受付時間実施日

おもに1歳未満のお子さんと保護者

子育てサロン ※プレイルームを開放します。　※時間はいずれも 9：30 ～11：30 です。

1月

1月

伊吹保健センター 

近江保健センター 
赤ちゃん広場

事業名 対　　　象場　所実施日
7日(水)

23日(金)
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子育て支援センターでは子育て相談を行っています。

一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。一人で悩まず、まず誰かに話してみて…。

　誰かに自分の気持ちを聴いてもらうことは勇気がいることかも
しれないですね。私たち担当者は、みなさんとお話ししながら一
緒に考えていけたらと思っています。どんな小さなことでもご相
談ください。秘密厳守です。まず、話せる人に話してみてください。

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

13時～16時30分

10時～17時

10時～15時

☎52-1114

☎55-0061

☎58-2001

毎週月曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

電
話
相
談

来
所
相
談

●あゆっこ

●寺子屋

●はなばたけ

10時～16時

10時～17時

随時

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

★来所相談は
相談日の予約
が可能です。

地域子育て支援センターだより
子育て支援センター あゆっこ 〒521-0016　米原市下多良146-1　米原市立米原中保育園内

☎ ５２-１１１４　　　５２-５１３１

1月のめばえ活動
（親子活動）

★活動しやすい服装で参加してくださいね。

時　　　間

10時～11時30分
（受付　9時45分～）

実施日 会　　場
1月 6日（火）
1月 ９日（金）
1月１3日（火）
1月１６日（金）
1月20日（火）
1月23日（金）
1月27日（火）
1月30日（金）

下丹生公民館
西番場公民館
能登瀬会館
磯公民館
東番場公民館
醒井公民館
米原区公民館
顔戸会館

● あゆっこ開放

毎週月・水・木曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気楽に遊びに来ていた
だけるお部屋です。

● 園庭開放

月曜日～土曜日　10時～11時30分
園庭にある遊具や砂場で遊びませんか？

わらべうた・リズムあそびをしよう！
わらべうたや、リズムに合わせて、親子遊びをします。

子育て支援センター 寺子屋 〒521-0242　米原市長岡1167-4　長岡保育園内
☎ ５５-００６１　　　５５-８２２２

1月の寺子屋ひろば

時　間

10時～
11時30分

実施日 活動内容

1月10日（土）
お正月あそびをしよう！
　ポリ袋を使った、簡単なたこ作りをします。
　お天気が良かったら、園庭で凧あげをしてみます。

鬼のお面作りをしよう！
　もうすぐ節分です。お面をかぶって豆まきしてね。
　｢泣きむし鬼｣｢おこりんぼ鬼｣をおいはらおう！

● 寺子屋保育室開放

毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに来て
いただけるお部屋です。

● 園庭開放

毎週月～土曜日　　10時～11時30分
園庭の遊具や砂場で体を動かしてあそびまし
ょう。

1月31日（土）

☆土曜日の寺子屋ひろばはファミリーデー！！　パパの参加も大歓迎！

楽しい活動にいっしょに参加してね。

★必要に応じて、着替えやお茶等をご持参ください。  ★状況に応じて、雪遊びができる身支度もお願いします。

子育て支援センター はなばたけ 〒521-0314　米原市春照19５０　いぶき認定こども園内
☎ ５８-２００１　　　５８-２００１

1月の親子活動

時　間

10時～
11時30分

実施日 会　　場 活動内容

● 保育室開放
毎週月・水・金曜日　10時～11時30分
おもちゃや絵本があります。気軽に遊びに
来ていただけるお部屋です。

● 園庭開放
毎週月～金曜日　10時～15時
園庭にある遊具や砂場などでのびのび遊
びましょう。

お正月あそびを楽しもう！
　たこあげや羽根つきをしよう。

雪で遊ぼう！
豆まきごっこをしよう！

“プチランド”

1月 13日（火）

1月 20日（火）

1月 27日（火）

いぶき認定こども園

いぶき認定こども園

上野いこいの家

年末年始の子育て支援センター情報！

あゆっこ開放
寺子屋　保育室開放
はなばたけ　保育室開放
各センター　園庭開放
子育て相談

各子育て支援センター閉所日休
休

開放日
開放日
開放日

通常通り
通常通り

通常通り

12/24（水） 25（木） 26（金） 27（土） 28（日） 29（月） 1/1（木） 2（金）30（火） 31（水） 3（土） 4（日） 5（月）

　未就園児家庭を対象にした「地域子育て支援センター」や、「子ども家庭サポートセンター」

では、さまざまな子育て支援活動を展開しています。子どもたちのすこやかな成長と、楽

しい育児を応援していますので、みなさん、ぜひ遊びにきてくださいね！
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子育て中のみなさん、一度のぞいてみてください。楽しい時間を一緒につくりましょう。

★持ち物：お茶（水筒）、タオルなど　　　★お申し込み不要

おやこサロン
実施日 活　動　内　容 時　　間会　　場

季節のあそび（お正月、節分など）
をしよう 10時～11時30分

勤労青少年ホーム
野一色会館

柏原生涯学習センター

1月
1月
1月

9日（金）
15日（木）
28日（水）

「子どもと人権」
　雨の日に傘をさしながら花に水をあげている子どもを見たとき、どんな言葉をかけますか。
「何しているの、濡れるから入りなさい」ですか、
「今日はいっぱいお水をもらっているから、おなかをこわしてしまうよ」でしょうか。
　わたしたちは子どもの気持ちを考えたとき、子どもの心の温かさに胸をうたれることがあります。
　この子どもの場合も毎日の水やりの中で花の小さな命に対する思いがあったのでしょう。

　生まれたばかりの赤ちゃんは人を差別することはありません。ところが、成長するにつれて周りの人々の影響を受け、
その中で差別する心が生まれていく可能性があります。つまり「子どもは大人と同じ事をしようとする」のであって、
子どもの差別的な考えは、身近な人たちから伝わることがあるようです。
　私たちは子どもの健やかな成長を願って育てているはずですが、教育熱心なあまり、指示語や注意の言葉ばかりを
子どもに投げかけていることがないでしょうか。また、大人の価値観を一方的に押し付け、子どもが意見を言っても「子
どもに何が分かる」、「子どもだから」と、子どもの夢や希望といったものを認めようとしないことがないでしょうか。
子どもとの接触の機会は多くても、お互いの言葉に耳を傾け合うという本当の意味での対話が少ないのではないで
しょうか。そのように育てられた子どもは、「よい子でなくてはいけない」という意識があるために、子どもが本来持っ
ている「素直さ」「個性」などが失われ、「自主性」も育ちにくくなります。結果的に子ども自身、自分に自信が持て
なくなることにつながります。
　おとなたちが子どもの意見や価値観を認めようとしなければ、子どもは世の中に苛立ちを感じ、夢や希望を失うだ
けでなく、社会生活から逃避し、なかには、犯罪に発展してしまうこともあります。
　わたしたちは、子どもの意見にもっと耳を傾け、子どもの権利や人権について十分に理解し、自分に自信が持てる
ような子を育てる家庭・学校・地域社会を、日々、互いに連携を図りながら創っていく必要があります。

旧米原小学校

近江公民館

勤労青少年ホーム（志賀谷）

旧いぶき保育園

近江公民館

勤労青少年ホーム（志賀谷）

旧米原小学校

旧いぶき保育園

近江公民館

勤労青少年ホーム（志賀谷）

こころの教育相談

日　時 会　場 日　時 会　場

12月

12月

12月

12月

12月

1日（月）

3日（水）

4日（木）

9日（火）

10日（水）

14時～17時

9時～12時

9時～12時

9時～12時

9時～17時

12月

12月

12月

12月

12月

11日（木）

15日（月）

16日（火）

17日（水）

18日（木）

9時～12時

14時～17時

9時～12時

9時～12時

9時～17時

専門のカウンセラーが、子どもやその家族が抱える心の問題についてご相談に応じます。
相談時間はひとり約45分で、予約制です。お申込みは原則、学校を通じて受け付けていますが、
子ども家庭サポートセンター（☎ 55-8112）への直接の申し込みも受け付けています。

日　程 会　場 活動内容 共　催

１２月１６日（火）
１０：００～１１：３０

伊吹薬草の里文化センター
（ジョイいぶき）

子育て支援センター
はなばたけ

子育て支援センター
寺子屋

・かみしばい、プチおやつ（健康推進員のみなさん）
・クリスマスコンサート（音楽療法士森田英子先生）

・かみしばい、クリスマスリース（健康推進員のみなさん）
・クリスマスコンサート（音の宅配便そよかぜのみなさん）

１２月２１日（日）
１０：００～１２：００

市民交流プラザ
（ルッチプラザ）

子育て講座　～クリスマスお楽しみコンサート～　♪～ ♬

※申込み：子育て支援センター「はなばたけ」「寺子屋」、または子ども家庭サポートセンターへ
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米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く 

45

息
長
丹
生
真
人
氏
と
丹
生
谷
の
文
化
財
（
後
編
）

三さ
ん

大だ
い

寺じ

廃は
い

寺じ

の
発
掘

　
前
回
に
引
き
続
き
、
丹に

ゅ

う生
谷だ

に

の
歴
史
や

文
化
財
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
醒
井
小
学
校
周
辺
で
は
、
古
く
か
ら
白は

く

鳳ほ
う

時
代
の
瓦
片
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、
古

代
寺
院
跡
が
眠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
昭
和
五
七
年
、
ほ
場
整
備
に

伴
っ
て
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
果
た

し
て
東
西
に
や
や
長
い
二
四
メ
ー
ト
ル
×

二
一
メ
ー
ト
ル
の
寺
院
の
基き

壇だ
ん

（
建
物
が

あ
っ
た
高
ま
り
）
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
瓦
の
出
土
状
況
や
鬼
瓦
の

形
状
か
ら
、
四し

面め
ん

庇び
さ
し

の
あ
る
入い

り

も

や

母
屋
も
し

く
は
寄よ

せ

棟む
ね

造づ
く

り
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
天
野
川
流
域
に
は
ほ
か
に
も
、
法ほ

う

泉せ
ん

寺じ

（
本
郷
）
正

し
ょ
う

恩お
ん

寺じ

（
飯
）
法ほ

っ

勝し
ょ
う

寺じ

（
高

溝
）
な
ど
白
鳳
寺
院
の
遺
跡
が
点
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
古
代
豪
族
息
長

氏
の
本
拠
地
で
、
息
長
古
墳
群
を
築
い
た

豪
族
た
ち
の
氏う

じ
で
ら寺
的
性
格
が
強
い
寺
院
群

で
す
。
と
く
に
、
三
大
寺
廃
寺
は
丹
生
谷

を
拠
点
と
し
た
息お

き

長な
が
の

丹に

う

の生
真ま

ひ

と人
一
族
の
氏

寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
充
分
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
出
土
し
た
瓦
に
は
、

法
泉
寺
遺
跡
や
正
恩
寺
遺
跡
と
共
通
す
る

も
の
が
あ
り
、
市
内
の
白
鳳
寺
院
の
建
立

に
は
強
い
因
果
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

霊り
ょ
う
ぜ
ん仙
三さ

ん
ぞ
う蔵
と
霊

り
ょ
う

山ぜ
ん

寺じ

　
J
R
醒
ヶ
井
駅
前
に「
霊
仙
三
蔵
」の
像

が
あ
り
ま
す
。
平
成
一
八
年
に
「
生
誕
の

地
」
と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
一
説
に

霊
仙
三
蔵
は
、
い
ま
か
ら
約
一
二
五
〇
年

前
（
七
五
九
）
に
息
長
丹
生
真
人
一
族
の

長
子
と
し
て
、
丹
生
谷
に
生
ま
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
霊
仙
山
は
伊
吹
山
同
様

に
山
岳
仏
教
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
、
天て

ん

智じ

天
皇
の
こ
ろ
に
修し

ゅ
げ
ん験
道ど

う

の
開
祖
・
役

え
ん
の

行
ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

が
入
山
し
、養
老
元
年（
七
一
七
）に
は
、

白
山
の
泰た

い

澄ち
ょ
う

が
本
尊
を
安
置
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
安
置
さ
れ
た
の
は
霊
山

寺
と
い
う
寺
院
で
す
が
、
ど
こ
に
建
っ
て

い
た
の
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ

ら
く
、
伊
吹
山
の
弥や

髙た
か

寺じ

跡
な
ど
と
同
じ

で
、
山
中
い
ず
れ
か
の
尾
根
の
中
腹
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
神じ

ん

護ご

景け
い

雲う
ん

三
年
（
七
六
九
）、
法ほ

っ

相そ
う

宗し
ゅ
う

の
宣せ

ん

教
き
ょ
う

が
山
麓
を
取
り
巻
く
よ
う
に
七
つ
の
別
院

を
建
立
し
ま
す
。
多
賀
町
の
観
音
寺
・
安

養
寺
・
大お

お

杉す
ぎ

寺じ

、
彦
根
市
の
仏ぶ

っ

性し
ょ
う

寺じ

・
荘

し
ょ
う

厳ご
ん

寺じ

・
男お

鬼お
り

寺じ

と
上
丹
生
の
松
尾
寺
で
す
。

霊
山
寺
と
七
ヵ
寺
は
、
霊
仙
山
岳
仏
教
の

拠
点
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
で
育
っ
た
霊
仙
三
蔵

は
、
幼
く
し
て
仏
門
に
入
り
、
お
そ
ら
く

松
尾
寺
で
修
行
を
積
ん
だ
あ
と
、
奈
良
興

福
寺
に
入
山
し
て
得と

く

ど度
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
八
〇
四
年
に
遣
唐
使
の
一
員
と
し

て
、
唐
の
都
長
安
に
仏
教
求ぐ

法ほ
う

の
た
め
に

入
り
ま
す
。
こ
の
と
き
の
一
行
の
中
に
は
、

最
澄
や
空
海
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
霊
仙
は
卓
越
し
た
才
能
に
よ
っ
て
唐

の
憲け

ん
そ
う宗
皇こ

う
て
い帝
に
認
め
ら
れ
、「
大だ

い
じ
ょ
う乗
本ほ

ん

生
し
ょ
う

心し
ん

地ぢ

観か
ん

経ぎ
ょ
う

」
の
訳
語
の
重
責
を
果
た
し
た

こ
と
で「
三
蔵
」の
称
号
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
訳
語
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
を
書

き
留
め
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
（
梵ぼ

ん

語ご

）

の
経
典
を
漢
語
に
訳
し
経
典
に
編
さ
ん
す

る
作
業
で
す
。
ま
た
、三
蔵
の
称
号
を
賜
っ

た
の
は
イ
ン
ド
で
四
名
、
中
国
は
玄げ

ん

奘じ
ょ
う

ほ

か
一
名
、
西せ

い
い
き域
一
名
、
日
本
の
霊
仙
の
八

名
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
憲
宗
皇
帝

が
暗
殺
さ
れ
、
仏
教
弾
圧
が
激
し
く
な
る

と
、
霊
仙
は
仏
教
の
聖
地
五ご

台だ
い

山さ
ん

に
隠い

ん

棲せ
い

さ
れ
、
再
三
の
帰
国
願
い
も
許
さ
れ
な
い

ま
ま
、
八
二
七
年
に
五
台
山
南
麓
の
霊れ

い

境
き
ょ
う

村
で
六
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。

　
約
四
〇
年
後
の
貞

じ
ょ
う

観が
ん

八
年
（
八
六
六
）、

の
ち
に
天て

ん
だ
い台
座ざ

す主
と
な
る
法ほ

っ

性し
ょ
う

房ぼ
う

尊そ
ん

意い

が
、
息
長
丹
生
真
人
の
一
族
と
し
て
誕
生

し
ま
す
。
高
僧
を
輩
出
し
て
い
る
の
も
、

丹
生
谷
の
歴
史
的
特
徴
で
す
。

（
ま
な
び
推
進
課
）

▲三大寺廃寺跡・瓦出土状況

▲醒ヶ井駅前・霊仙三蔵像
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古
く
か
ら
伝
わ
る
あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り

の
技
術
や
味
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
を

案
じ
、
こ
れ
を
再
興
し
よ
う
と
、
30
年
ぶ

り
に
取
組
み
ま
し
た
が
、
資
料
が
殆
ど
な

く
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
に
柿
屋
の
建
て

方
を
は
じ
め
、
多
く
の
こ
と
を
指
導
い
た

だ
き
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
先
進
地
を
視
察
し
、
カ

ビ
を
予
防
し
、
よ
り
甘
く
美
味
し
い
干
柿

を
作
る
た
め
、「
燻
蒸
」
と
い
う
工
程
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
試
行
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

毎
年
、
柿
屋
と
い
う
高
床
式
の
小
屋
を

建
て
、
柿
を
干
し
ま
す
が
、
柿
屋
一
面
に

干
さ
れ
た
赤
い
実
は
大
変
美
し
く
、
例
年
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
写
真
を
撮
り
に

来
ら
れ
ま
す
。

　

自
治
会
か
ら
古
い
会
館
を
借
り
、
”あ

ま
ん
ぼ
う
会
館
“と
名
づ
け
て
、
活
動
の

拠
点
に
し
て
い
ま
す
。
作
業
や
会
議
は
も

ち
ろ
ん
、
高
齢
者
か
ら
若
い
世
代
ま
で
語

り
合
う
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

干
柿
〝
あ
ま
ん
ぼ
う
〞

あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り
の
再
興

あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り
を

　
　
　

通
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

毎
年
11
月
の
初
め
に
、
男
性
が
手
分
け

し
て
、
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
大
切
に
柿
の

収
穫
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
女
性
や
高
齢

者
が
世
間
話
な
ど
を
し
な
が
ら
手
作
業
で

皮
む
き
、
燻
蒸
な
ど
を
行
い
、
柿
屋
に
吊

る
し
ま
す
。
作
業
は
大
変
で
す
が
、
地
域

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
光
寺
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

黒
く
て
白
い
粉
の
ふ
い
た
あ
ま
ん
ぼ
う
が

ベ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
多
様
な

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
様
々
な
あ
ま

ん
ぼ
う
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ま
ん
ぼ
う
の
種
や
ヘ
タ
を
取

り
除
き
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
な
ど
洋
酒
に
漬
け

込
ん
だ
”あ
ま
ん
棒
“と
い
う
二
次
製
品
の

販
売
、
和
菓
子
屋
さ
ん
に
”よ
う
か
ん
“な

　

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
平
尾
市
長
が
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
や
課
題
に
つ
い
て
語
り
合

い
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
「
市

長
と
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
」。

　

今
回
は
『
干
柿〝
あ
ま
ん
ぼ
う
〞づ
く
り
を

通
し
た
地
域
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
、
日
光

寺
地
区
で
特
産
の
干
柿
を
作
ら
れ
て
い
る

「
サ
ン
ワ
ー
ク
ス
」
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

サ
ン
ワ
ー
ク
ス
と
い
う
名
前
は
、
太
陽
の

光
の
も
と
で
汗
を
か
き
、
先
人
か
ら
伝
わ
っ

た
地
域
の
産
物
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
の
思

い
を
込
め
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、

会
員
25
名
、
そ
し
て
活
動
を
お
手
伝
い
い
た

だ
く
協
力
会
員
20
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

く
ん 

じ
ょ
う

た
か  

ゆ
か  

し
き

ほ
し 

が
き

　

日
光
寺
の
干
柿
は
”あ
ま
ん
ぼ
う
“と
呼

ば
れ
、
日
光
寺
村
が
生
ま
れ
た
頃
か
ら
作

ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
光
寺
は
集
落
が
南
に
面
し
て
い
て
日

光
を
真
っ
向
か
ら
浴
び
る
こ
と
、
そ
し
て

伊
吹
山
か
ら
の
寒
風
が
吹
く
こ
と
か
ら
、

あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り
に
適
し
て
い
る
と
い

わ
れ
、
江
戸
時
代
以
降
、
販
路
を
拡
大
し
、

内
職
と
し
て
盛
ん
に
作
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

昔
は
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
家
族

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
作
業
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
特
に
女
性
に
と
っ
て
辛
い

作
業
で
し
た
。

　

戦
後
、
砂
糖
を
大
量
に
使
っ
た
菓
子
な

ど
の
甘
味
が
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
就
業
の
形
が
農
業
か
ら
会
社
勤

め
に
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
ま
ん
ぼ
う

づ
く
り
を
す
る
家
庭
が
激
減
し
、
柿
屋
が

立
ち
並
ぶ
光
景
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

か
き
の
や
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な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
や
猿
な
ど
に
よ
る
獣
害
も
気
に

な
り
ま
す
。

　

後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
問

題
で
す
が
、
地
元
・
息
長
小
学
校
3
年
生

の
子
ど
も
達
の
あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り
の
体

験
学
習
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
外
に
目
を
向
け
て
親
か
ら
子
へ
、
子

か
ら
孫
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

都
会
か
ら
、
あ
ま
ん
ぼ
う
を
送
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
依
頼
も
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ

日
光
寺
に
来
て
い
た
だ
き
、
渋
い
柿
が
こ

ん
な
に
美
味
し
く
な
る
”感
動
“を
味
わ
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
子
ど
も
達
は
、
親
や
地
域
の
大

人
が
苦
労
し
て
働
く
姿
を
見
て
、
様
々
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
会
社
勤
め
が
増
え
、

地
域
や
家
庭
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
地
域
で
触
れ
合
い
、
と
も
に
学

ぶ
機
会
も
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
相
次
ぐ
食
品
の
偽
装
な
ど
に
よ

り
、
日
本
人
の
食
や
農
に
対
す
る
価
値
観

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
苦
労

し
て
手
間
隙
か
け
て
作
っ
た
も
の
が
一
番

美
味
し
い
。
誰
が
作
っ
た
の
か
と
い
う
、

顔
の
見
え
る
食
品
は
少
々
高
く
て
も
買
お

う
と
い
う
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

日
光
寺
に
は
健
全
な
子
育
て
や
、安
心
・

安
全
な
食
べ
物
を
作
る
新
し
い
時
代
の
モ

デ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

伝
統
の
あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り
を
復
活
さ

れ
、
先
人
た
ち
の
苦
労
を
語
り
合
い
、
力

を
合
わ
せ
て
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
。

　

一
方
で
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
社

会
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
退
職
さ
れ
、

地
域
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

女
性
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
男
性
を
地

域
に
迎
え
、
女
の
仕
事
、
男
の
仕
事
で
は

な
く
、
と
も
に
あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り
を
通

し
て
話
が
で
き
る
、
心
身
と
も
に
健
康
で

長
生
き
が
で
き
る
、
米
原
市
の
ま
ち
づ
く

り
モ
デ
ル
を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
、
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

農
業
を
体
験
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

米
原
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
、”ま
る
ご
と
自
然
博
物
館
“と
し
て
、

米
原
市
を
舞
台
に
農
家
で
一
緒
に
農
作
業

を
し
、
食
事
を
ご
馳
走
に
な
り
泊
ま
ら
せ

て
も
ら
う
。
そ
し
て
地
域
自
ら
活
動
に
必

要
な
資
金
を
稼
ぎ
、
活
力
を
高
め
て
い
た

だ
く
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
景
観
10
年
、
風
景
100
年
」
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
日
光
寺
に
は
美
し
い
里
山
や
田
畑

が
あ
り
、
秋
に
は
柿
屋
が
築
か
れ
、
温
か

い
人
々
の
手
で
、
あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り
が

行
わ
れ
る
”風
景
“が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
決
し
て
自
分
だ
け
が
良
か
っ

た
ら
で
は
な
く
、
地
域
を
愛
す
る
、
優
し

い
心
を
持
っ
た
”大
人
“が
育
ま
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
楽
し
み
な
が
ら
様
々
な
取
組
み

を
進
め
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
若
い
世
代

に
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

今回参加された皆さん
上段左から

▲

近江自治振興課喜田、奥村幹男さん、大林成義さん、嶌久行さん、大林政好さん、
　　　　　　長野義典さん、嶌田忠則さん、近江自治振興課西川
下段左から

▲

奥村知子さん、嶌田やす子さん、平尾市長、大林園子さん、大林洋子さん、嶌田鈴子さん

市民の暮らしと米原市政

対
話
を
終
え
て

　
　
　
　

〜
平
尾
市
長
か
ら
〜

ど
の
加
工
品
の
材
料
と
し
て
販
売
す
る
な

ど
様
々
な
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

む
い
た
柿
の
皮
は
道
の
駅
な
ど
で
も
販
売

し
て
お
り
、
漬
物
と
一
緒
に
漬
け
込
む
と

大
変
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
伝
わ
る
知
恵
や
技
術
は
、
素
晴

ら
し
い
も
の
で
す
が
、
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
女
性
の
手
作
り
で
、
柿
に
見
立

て
た
”は
っ
ぴ
“を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
運

動
会
な
ど
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
・
双
葉
中
学
校
の
先
生
や

吹
奏
楽
部
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
域
の
多
く
の
方
の
協
力
を
得
て
、
”あ

ま
ん
ぼ
う
音
頭
“を
作
り
ま
し
た
。
今
後

も
日
光
寺
な
ら
で
は
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
天
候

不
順
が
、
あ
ま
ん
ぼ
う
づ
く
り
に
も
大
き

今
後
の
展
望
や
課
題
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ま
い
ば
ら

ま

ー

ー

す
り

れ
ぽ

と

ん

特産品が勢ぞろい！！ 米原市農林水産まつり（11/2）

「それでもいいよといえる子育て」
　　　　　　　  発達障がい（自閉症）に関する講演会開催（11/9）

　伊吹薬草の里文化センターで発達障がいを持つ子どもたち
への理解を深めようと講演会が開かれました。講師には作家
であり、発達障がいのある子を育てる親であり、教育専門家
でもある堀田あけみ氏を迎えて行われました。
　自閉症とは、脳の中枢神経に何らかの先天的な問題がある
脳の発達障がいで、親の育て方や環境が原因ではないもの
す。講演では発達障がいのある子どもとどう向き合い育てて
いくか、発達障がいを持つ子の親の立場を自らの体験を交え
て語られ、ホールに集まった多くの人たちは熱心に聞き入っ
ていました。

　さわやかな秋晴れのもと、伊吹薬草の里文化センター芝生
広場で、今年も米原市農林水産まつりが盛大に開催されまし
た。会場には地元米原の特産物が一同に集められ、市内外
から訪れた多くの人たちは、生産者の顔が見える商品を手に
取り、買い物を楽しみながら、特産品に舌鼓を打ちました。
　芝生広場ステージでは、太鼓や園児の発表、丸太切り大会
や、生産者からの寄付によって集められた野菜などがせりに
かけられ、多くの人でにぎわいました。今回のせりによって集
まった41,550円は、米原市社会福祉協議会に寄付され、子
育て支援や高齢者サロンの運営などに活用されます。

　平成14年に誕生し、湖北地域の各地で演劇を中
心とした活動を続けてきた“身体派文化系集団”カ
モンカンパニーによる「なにもないねこ」「落語版死
に神REMIX」「山月記」の朗読劇３作品の演劇ワー
クショップ成果発表が行われました。今回は朗読の
持つ力に着目し“伝える”をテーマに9回のワークシ
ョップを重ねました。
　ひとつひとつの言葉を丁寧に読み上げる団員たち
の新たな試みに、会場からは賞賛と団員たちの今
後の活躍を期待する多くの拍手があふれました。

　紅葉が見ごろを迎えた三島池周辺で、第15回鴨
の里ふれあいマラソンが開催されました。マガモコ
ース（10ｋｍ）、カイツブリコース（5ｋｍ）、カル
ガモコース（2ｋｍ、小学生の部、一般の部、のん
びりの部）合わせて657名のランナーが参加して行
われ、少し冷たい秋風が吹く中、米原の自然を感じ
ながらゴールを目指しました。懸命にゴールを目指
すランナーたちに、沿道からは応援にかけつけた家
族や仲間から多くの声援が送られました。

カモンカンパニー
演劇ワークショップ成果発表（11/2）

秋の米原を走ろう！
鴨の里ふれあいマラソン（11/9）

リミックス
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今年もがんばったぞ。柏原中学校陸上部
　毎年すばらしい成績を収めてきた柏原中学校陸上部。
今年も部員が一丸となって大会に臨み、春夏秋の総合
体育大会において学校別総合成績で好成績を収めまし
た。また、10月25・26日に横浜日産スタジアムで行わ
れたジュニアオリンピックという大きな大会には3人の選
手が出場し、女子走り幅跳びでみごと5位入賞（記録5
ｍ22cm）した小野史織選手（2年生）や、大分国体に
も滋賀県代表の円盤投げ選手として参加した柿内隆志
選手（3年生）、初めて大きな大会に参加したにもかか
わらず自己ベストの記録を残した渡部卓広選手（1年生）
など個人でもすばらしい成績を収めました。
　今後の活躍がますます期待される柏原中学校陸上部
のみなさんにエールを送りたいと思います。陸上部のみ
なさん、おめでとうございます。

▲ジュニアオリンピックにて
左から渡部卓広選手（1年）、小野史織選手（2年）、柿内隆
志選手（3年）

主な大会成績

●春季総体　女子総合優勝（２年連続５回目）
　　　　　　男女総合準優勝

●夏季総体　女子総合３位
　　　　　　男女総合３位

●秋季総体　女子総合準優勝
　　　　　　男女総合準優勝

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
申
が
示
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
10
日
（
月
）、
米
原
市
役
所
米
原
庁
舎
で
人

権
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る

方
針
に
つ
い
て
、
審
議
会
を
代
表
し
て
田
中
欣
和（
た

な
か　

よ
し
か
ず
）
会
長
﹇
関
西
大
学
名
誉
教
授
﹈

か
ら
市
長
に
答
申
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
の
内
容
は
、「
人
権
尊
重
の
基
本
理
念
」、「
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
」、「
人

権
問
題
に
お
け
る
分
野
ご
と
の
施
策
に
つ
い
て
」、「
そ

の
他
人
権
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」

の
４
項
目
で
す
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
市
で
は（
仮
称
）米
原
市
人

権
施
策
基
本
方
針
の
策
定
を
行
う
予
定
で
す
。
答

申
は
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お問い合わせ
　総務部 人権推進課（米原庁舎）
　☎ 52-6629　　　52-4539FAX

お問い合わせ
　政策推進部　情報政策課（米原庁舎）
　☎ 52-6627　　　52-5195FAX

地上デジタル放送へ
  完全移行まであと３年

～地上デジタル放送に対応するには～

　前回、「平成23年７月に地デジ対応テレビに買い換え
るか、地デジ対応チューナーなどをテレビに取り付けな
いと見られなくなってしまうかもしれない」とお知らせし
ましたが、平成23年7月以降も安心してテレビを見られ
るようにするには具体的に何をすればよいのでしょうか。

１．まず、アンテナですがご家庭の立地状況に応じて
ＵＨＦのアンテナに付け替えるかＣＡＴＶに加入
します。

２．信号が弱い場合にはブースター（信号の増幅器）を
取り付けます。

３．今お使いの旧来のテレビを地デジ対応テレビに買
い換えるか、旧来のテレビに地デジチューナー（受
信機）内蔵録画機器や地デジ対応チューナー（受信
機）を取り付けます。

４．チャンネル設定などをします。

　ご家庭によって、テレビの設置環境が違いますので、
最寄りの電器店やケーブルテレビ会社などにご相談くだ
さい。次回はアンテナ設備について、もう少し詳しく説
明します。

お　  の　　し　 おり

かき　うち　たか　 し

わた なべ　たか  ひろ
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考えよう！ No.９ 

お問い合わせ　総務部  人権推進課（米原庁舎）　☎ 52－6629　　 52－4539FAX

 

友
だ
ち
を
大
切
に
」

柏
原
小
学
校　

五
年　
　

村 
上　

太 

地

　

ぼ
く
の
友
だ
ち
は
、
み
ん
な
や
さ

し
く
て
元
気
な
人
ば
か
り
で
す
。
元

気
な
友
だ
ち
が
い
る
の
で
、
ぼ
く
の

ク
ラ
ス
は
い
つ
も
明
る
い
で
す
。
昼

休
み
に
は
ハ
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
や

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
、汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
毎

日
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

楽
し
く
遊
ぶ
の
も
友
だ
ち
だ
け
ど
、

ラ
イ
バ
ル
に
な
る
の
も
友
だ
ち
で
す
。

仲
の
よ
い
友
だ
ち
は
走
る
の
が
速
い

の
で
、
運
動
会
の
時
は
、
負
け
た
く

な
い
一
心
で
思
い
切
り
走
り
ま
す
。

友
だ
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
く

る
と
、
自
分
も
そ
の
こ
と
に
負
け
た

く
な
い
気
持
ち
が
で
て
き
て
ラ
イ
バ

ル
に
な
り
ま
す
。
友
だ
ち
を
ラ
イ
バ

ル
だ
と
思
う
と
、
す
ご
く
や
る
気
が

で
て
、
そ
の
や
る
気
が
力
に
な
っ
て
、

今
ま
で
に
な
い
よ
い
結
果
が
で
た
こ

と
が
何
回
も
あ
り
ま
す
。
友
だ
ち
が

ラ
イ
バ
ル
に
な
っ
て
も
、
ぼ
く
は
、

け
ん
か
を
し
た
り
、
仲
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
よ
り
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
や
ち
が
う

と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
ね
た
ん
だ
り
、

く
や
し
く
て
悪
口
を
言
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ぼ
く
は
、
そ

れ
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
お
互

い
に
よ
い
と
こ
ろ
を
認
め
合
う
か
ら
、

も
っ
と
友
情
が
深
ま
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
な
の
に
、
時
々
、
い
じ
め
ら

れ
て
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
人
の
こ
と

を
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
聞
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
が
気
に
入
ら
な
い
か

ら
い
じ
め
る
人
を
、
ぼ
く
は
許
せ
ま

せ
ん
。
せ
っ
か
く
出
会
え
た
の
に
。

相
手
の
す
ご
い
と
こ
ろ
を
認
め
て
仲

良
く
な
っ
て
い
た
ら
、
一
生
の
宝
物

が
た
く
さ
ん
増
え
る
の
に
。
な
ぜ
、

そ
の
宝
物
を
こ
わ
す
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
か
、
腹
が
立
ち
ま
す
。

　

一
学
期
に
、
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
い
き
ま
し
た
。
今

ま
で
会
っ
た
こ
と
が
な
い
友
だ
ち
と

二
日
間
、
船
の
中
で
生
活
し
ま
す
。

初
め
て
会
っ
た
友
だ
ち
な
の
に
、
初

め
て
会
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
仲

良
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
同
じ
め
あ
て

に
向
か
っ
て
活
動
を
が
ん
ば
る
か
ら
、

自
然
に
助
け
合
っ
た
り
、
は
げ
ま
し

合
っ
た
り
で
き
ま
す
。
相
手
を
ば
か

に
し
た
り
、
無
視
し
た
り
し
て
い
て

は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
、た
っ

た
二
日
間
だ
け
ど
、
新
し
い
友
だ
ち

の
す
ご
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
見
つ

け
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
つ

か
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
ん
で

い
た
ぼ
く
を
、
お
こ
ら
ず
、
ゆ
っ
く

り
ま
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
友
だ
ち
の
お
か
げ
で
、
楽
し
い
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。「
帰
り
に
は
、

新
し
い
友
だ
ち
と
も
っ
と
一
緒
に
い

た
い
、
帰
り
た
く
な
い
と
思
う
と
思

い
ま
す
よ
。」
と
言
わ
れ
た
、
フ
ロ
ー

テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
先
生
の
言
葉

は
本
当
で
し
た
。

　

学
校
で
も
、
ふ
だ
ん
、
あ
ま
り
話

し
た
り
一
緒
に
い
な
い
友
だ
ち
で
も
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
心
配
し
て
か
け

よ
っ
た
り
、
声
を
か
け
た
り
し
て
く

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ぼ
く
も
そ
う

し
ま
す
。

　

ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
も
、
よ
い
こ
と

で
も
そ
う
で
な
い
こ
と
で
も
、
自
分

と
違
う
と
こ
ろ
を
認
め
合
っ
て
仲
良

く
し
て
、
自
分
の
周
り
の
人
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
！

『
人
権
週
間
』

　

人
権
週
間
は
、
家
庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、

家
族
と
友
達
と
、
み
ん
な
と
人
権
を
考
え
る
1

週
間
で
す
。
男
女
差
別
、
障
が
い
者
差
別
、
外

国
人
差
別
、
部
落
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

や
偏
見
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ

る
社
会
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
今

一
度
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

人
権
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
の
あ
る
方
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
・
市
役
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
の
子
ど
も

の
人
権
や
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
な
ど
の
女
性
の
人
権
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題
や
家
庭
内
、
隣
近
所
で
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
、
長

浜
支
局
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

12月４日～ 10日は人権週間です

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
、
市
内

の
小
・
中
学
校
や
一
般
の
方
々

か
ら
人
権
作
品
を
募
集
し
ま
し

た
。
今
回
は
、「
作
文
・
小
学

校
の
部
」
最
優
秀
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

大津地方法務局人権擁護課
☎ 077-522-4673

大津地方法務局長浜支局
☎ 0749-62-0565

子どもの人権110番
☎ 0120-007-110

女性の人権ホットライン
☎ 0570-070-810

最寄の相談所開設情報は、
次のウェブサイトでも見られます。
人権啓発活動ネットワーク協議会
http://www.Jinken.go.jp/

む
ら   
か
み　
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友
だ
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を
大
切
に
」
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原
小
学
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ぼ
く
の
友
だ
ち
は
、
み
ん
な
や
さ

し
く
て
元
気
な
人
ば
か
り
で
す
。
元

気
な
友
だ
ち
が
い
る
の
で
、
ぼ
く
の

ク
ラ
ス
は
い
つ
も
明
る
い
で
す
。
昼

休
み
に
は
ハ
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
や

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
、汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
毎

日
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

楽
し
く
遊
ぶ
の
も
友
だ
ち
だ
け
ど
、

ラ
イ
バ
ル
に
な
る
の
も
友
だ
ち
で
す
。

仲
の
よ
い
友
だ
ち
は
走
る
の
が
速
い

の
で
、
運
動
会
の
時
は
、
負
け
た
く

な
い
一
心
で
思
い
切
り
走
り
ま
す
。

友
だ
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
く

る
と
、
自
分
も
そ
の
こ
と
に
負
け
た

く
な
い
気
持
ち
が
で
て
き
て
ラ
イ
バ

ル
に
な
り
ま
す
。
友
だ
ち
を
ラ
イ
バ

ル
だ
と
思
う
と
、
す
ご
く
や
る
気
が

で
て
、
そ
の
や
る
気
が
力
に
な
っ
て
、

今
ま
で
に
な
い
よ
い
結
果
が
で
た
こ

と
が
何
回
も
あ
り
ま
す
。
友
だ
ち
が

ラ
イ
バ
ル
に
な
っ
て
も
、
ぼ
く
は
、

け
ん
か
を
し
た
り
、
仲
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
よ
り
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
や
ち
が
う

と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
ね
た
ん
だ
り
、

く
や
し
く
て
悪
口
を
言
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ぼ
く
は
、
そ

れ
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
お
互

い
に
よ
い
と
こ
ろ
を
認
め
合
う
か
ら
、

も
っ
と
友
情
が
深
ま
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
な
の
に
、
時
々
、
い
じ
め
ら

れ
て
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
人
の
こ
と

を
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
聞
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
が
気
に
入
ら
な
い
か

ら
い
じ
め
る
人
を
、
ぼ
く
は
許
せ
ま

せ
ん
。
せ
っ
か
く
出
会
え
た
の
に
。

相
手
の
す
ご
い
と
こ
ろ
を
認
め
て
仲

良
く
な
っ
て
い
た
ら
、
一
生
の
宝
物

が
た
く
さ
ん
増
え
る
の
に
。
な
ぜ
、

そ
の
宝
物
を
こ
わ
す
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
か
、
腹
が
立
ち
ま
す
。

　

一
学
期
に
、
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
い
き
ま
し
た
。
今

ま
で
会
っ
た
こ
と
が
な
い
友
だ
ち
と

二
日
間
、
船
の
中
で
生
活
し
ま
す
。

初
め
て
会
っ
た
友
だ
ち
な
の
に
、
初

め
て
会
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
仲

良
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
同
じ
め
あ
て

に
向
か
っ
て
活
動
を
が
ん
ば
る
か
ら
、

自
然
に
助
け
合
っ
た
り
、
は
げ
ま
し

合
っ
た
り
で
き
ま
す
。
相
手
を
ば
か

に
し
た
り
、
無
視
し
た
り
し
て
い
て

は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
、た
っ

た
二
日
間
だ
け
ど
、
新
し
い
友
だ
ち

の
す
ご
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
見
つ

け
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
つ

か
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
ん
で

い
た
ぼ
く
を
、
お
こ
ら
ず
、
ゆ
っ
く

り
ま
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
友
だ
ち
の
お
か
げ
で
、
楽
し
い
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。「
帰
り
に
は
、

新
し
い
友
だ
ち
と
も
っ
と
一
緒
に
い

た
い
、
帰
り
た
く
な
い
と
思
う
と
思

い
ま
す
よ
。」
と
言
わ
れ
た
、
フ
ロ
ー

テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
先
生
の
言
葉

は
本
当
で
し
た
。

　

学
校
で
も
、
ふ
だ
ん
、
あ
ま
り
話

し
た
り
一
緒
に
い
な
い
友
だ
ち
で
も
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
心
配
し
て
か
け

よ
っ
た
り
、
声
を
か
け
た
り
し
て
く

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ぼ
く
も
そ
う

し
ま
す
。

　

ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
も
、
よ
い
こ
と

で
も
そ
う
で
な
い
こ
と
で
も
、
自
分

と
違
う
と
こ
ろ
を
認
め
合
っ
て
仲
良

く
し
て
、
自
分
の
周
り
の
人
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
！

『
人
権
週
間
』

　

人
権
週
間
は
、
家
庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、

家
族
と
友
達
と
、
み
ん
な
と
人
権
を
考
え
る
1

週
間
で
す
。
男
女
差
別
、
障
が
い
者
差
別
、
外

国
人
差
別
、
部
落
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

や
偏
見
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ

る
社
会
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
今

一
度
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

人
権
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
の
あ
る
方
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
・
市
役
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
の
子
ど
も

の
人
権
や
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
な
ど
の
女
性
の
人
権
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題
や
家
庭
内
、
隣
近
所
で
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
、
長

浜
支
局
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

12月４日～ 10日は人権週間です

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
、
市
内

の
小
・
中
学
校
や
一
般
の
方
々

か
ら
人
権
作
品
を
募
集
し
ま
し

た
。
今
回
は
、「
作
文
・
小
学

校
の
部
」
最
優
秀
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

大津地方法務局人権擁護課
☎ 077-522-4673

大津地方法務局長浜支局
☎ 0749-62-0565

子どもの人権110番
☎ 0120-007-110

女性の人権ホットライン
☎ 0570-070-810

最寄の相談所開設情報は、
次のウェブサイトでも見られます。
人権啓発活動ネットワーク協議会
http://www.Jinken.go.jp/
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■問 市民窓口課　☎ ０７４９（５２）６９２７

少年に関する悩み事は☎ 54-5000 

子どもは親の姿を見て
学んでいく
　親に感謝し、親を思いやる心は、
広く他人を思いやる心の基となる大
切なものです。

e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して
確定申告などを予定されている方、住基カードはお持ちですか？

　降雪時に自力で住宅の除雪が困難な高齢者等の世帯の安全確保と不安解消を図るため、住宅の除雪にかかった費
用の一部を、予算の範囲内において補助金を交付します。

　e-Taxを利用するためには電子証明書の取得が必要になり、公的個人認証サービ
スにより発行する電子証明書の取得には「住基カード」（住民基本台帳カード）が必
要になります。確定申告期間に近づきますと申請窓口も混雑することが考えられます
ので、平成20年分所得税の確定申告などでe-Taxを利用されるご予定の方は、お
早めに余裕をもって住基カードの申請をしてください。

申請できる方：米原市に住民票のある方
申請に必要なもの：
 ･ 運転免許証、パスポートなど官公署発行の写真付の身分証明書
 ･ 印鑑
 ･ カードを申請される方の写真4.5cm×3.5cm　１枚（写真付き住基カードの場合）
　※窓口での撮影もいたします。
 ･ 申請のみ代理人でも可能です。その場合委任状が必要です。

米原庁舎・・・市民窓口課　　山東庁舎、伊吹庁舎、近江庁舎・・・各庁舎の自治振興課

※すでに他の電子証明を受けておられる方は必要ありませんが、公的個人認証サービスにより発行する
電子証明書の有効期限は発行日より３年です。有効期限切れになっていないかお確かめ下さい。

①高齢者世帯（65歳以上の者のみで構成する非課税世帯）
②障がい者世帯（世帯主が身体障害者手帳の交付を受
け、その障がいの程度が４級以上に該当し、義務教
育課程を修了した子が同居しない非課税世帯）
③高齢者世帯および障がい者世帯に準ずる場合であっ
て、市長が必要と認める世帯

※上記の①～③いずれに該当しても、市内または隣接市町（長浜市、彦
根市、関ヶ原町）に一親等以内の親族（子）が居住して、住宅の除雪
が困難であると認められない場合には補助対象とはなりません。

　１回の除雪にかかった費用の２分の１以内の額（上
限１万円、原則年２回）

　居住する地域の積雪量が50cmを超え、住宅の損傷
等の恐れがある場合に、第三者（市内建設事業者等）に
依頼して行った屋根や出入口の除雪にかかった費用（車
両等による雪の搬出にかかった費用は補助対象となり
ませんので、ご注意ください）

　補助金の交付を受けようとする世帯の方は、除雪が
完了した日から14日以内に、地元民生委員児童委員の
方の証明（確認）を受け、補助金交付申請書に領収書の
写し、その他関係資料（施工前写真、施工後写真等）を
添付して、市役所高齢福祉課まで提出してください。
　ご不明なことなど、詳細につきましては下記までお
問合せください。

～住基カードの申請から交付には10日から2週間ほどかかります。早めの申請を～

住基カードの申請方法

申請できるところ

補助金の交付対象となる世帯 補助金額（回数）

補助金申請の方法

補助金の交付対象となる除雪

薬物乱用防止セミナー
　薬物乱用防止に向け、セミナーを
開催します。
日時▶12月６日(土)　15時～16時
場所▶人権総合センターＳ・Ｃプラザ
講師▶杉山　了氏
■問 米原市少年センター
☎・■FAX 54-5001　

介護で悩まないで
「すずらん電話」のお知らせ
　すずらん電話では、認知症高齢者
の介護についてのさまざまな情報を
提供しています。悩まずにぜひご利
用ください。
■問 湖北認知症の高齢者を抱える家族の会
☎ 0749-64-1051

平成20年度障がい者短期水泳教室
　水中姿勢や呼吸法等の水慣れから
レベルに合わせた集団指導をします。
受講料は無料です。
※入水中に介助者を要しない方が対
象です

開催日▶12月23日（火・祝）・25日（木）の２日間
時間▶
小学生の部　９時～10時
中学生以上の部　10時30分～12時
場所▶県立彦根総合運動場　屋内プール
定員▶各15名（先着順）
受付期間▶12月２日(火)～12日（金）
申込方法▶①氏名②性別③年齢④障
がいの種類⑤保護者名⑥住所⑦電
話・ ＦＡＸ番号⑧緊急連絡先⑨注
意事項⑩現在の泳力、を電話また
はＦＡＸにて下記まで
■申・ ■問 県立障害者福祉センター　　
☎ 077-564-7327　
■FAX 077-564-7641

住基カード
平成23年3月31日ま
で無料交付

電子証明書の発行
手数料500円が必要
です

住基カードを使って
のe-Taxの利用が
可能です。

＋ ⇨

高齢や障がいなどの理由で、住宅の除雪にお困りの世帯の方へ
住宅の除雪にかかった費用の一部を補助します

お問い合わせ先
健康福祉部　高齢福祉課（山東庁舎）　

☎ ５５-８１０３   ■FAX 55-8130

すぎ  やま　　　さとる
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小・中学校入学時における就学
指定校の変更について
　米原市立小・中学校に入学または
就学する場合、原則として住民票の
地域で校区が定められていますが、
下記の要件に該当する場合、保護者
の申立により指定した就学校を変更
することができます。
①地理的な理由による場合
②身体的および健康上の理由によ
る場合
③家庭環境による場合
④教育的配慮による場合（例：部
活動の選択に関連してなど）
⑤その他教育委員会がやむを得な
いと認める場合

　なお、現在米原市立の小・中学校
に在籍している児童・生徒につきま
しても、上記の要件に該当する場合
は、学区外就学の申請ができます。
　また、就学通知につきましては、
12月下旬頃に送付させていただく予
定をしております。
■問 市教委　学校教育課（山東庁舎）
☎ 55-8109　■FAX 55-4040

～平成21年１月４日スタート～
運転免許証がＩＣカード化されます！
　免許証の偽造・変造の防止、プラ
イバシーの保護のため、１月４日申
請分から、ＩＣチップが内蔵されたＩ
Ｃ免許証を発行することになりまし
た。
申請時には暗証番号が必要です。

暗証番号は４桁の数字２組ですので、
事前に準備しておいてください。
□□□□―□□□□

手数料が変わります。
　ＩＣチップが内蔵されるため、現
在の交付手数料に450円が加算され
ます。
※現在お持ちの免許証の有効期間が
満了するまでは、ＩＣカード免許証
に変更する必要はありません。
※１月４日は大変混雑が予想されま
すので、ご了承ください。
■問 滋賀県警察本部交通部運転免許課
　運転免許センター米原分室
☎ 52-5070

豊かな自然に恵まれた環境の中、
少人数の学級で学びませんか？
～市内どこからでも東草野小・中学校

に転入学できます～

　現在、東草野小・中学校は、児童
数11名、生徒数９名の小中併設校
です。地域に根ざした特色ある教育
活動を展開しています。１学級の人
数が１～６名。一人ひとりに応じた
きめ細かな指導を進めています。こ
のような少人数の温かな雰囲気の中
での学習を希望される方は、下記ま
でご相談下さい。
○平成21年度学級編制予定
東草野小学校：３・４年（複式）と
６年の２学級
東草野中学校：各学年１学級
■申・ ■問 市教委　学校教育課（山東庁舎）
☎ 55-8109　■FAX 55-4040

　平成20年工業統計調査を12月31日現在で行いま
す。調査の実施にあたっては、本年12月から来年1
月にかけて調査員がお伺いします。なお、調査票に記
入していただいた内容については、統計法に基づき秘
密が厳守されますので、正確なご記入をお願いします。

食品表示についてのお知らせ
　滋賀農政事務所では、ＪＡＳ法に基
づく食品表示制度の説明会への講師
派遣や食品表示の情報提供や問い合
わせを受け付ける「食品表示110番」
を設置しています。くわしくは下記
まで
■問 近畿農政局滋賀農政事務所地
☎ 52-5890（食品表示110番）
■FAX 52-8212

製造事業所の皆さんへ
統計調査にご協力ください

経済産業省 滋賀県 米原市

車のことなら
全てお任せください

〒521-0314 滋賀県米原市春照658-6  TEL.0749-58-0250(代)
FAX.0749-58-0556

結婚相談
　市では、結婚相談所を「毎月第２・
第４木曜日」に開設しています。お
気軽にご相談ください。相談は無料
です。
日時▶12月11日（木）・25日（木）
13時30分～16時
場所▶山東庁舎
■問 市　農林振興課（伊吹庁舎）
☎ 58-2228　■FAX 58-1719

男女共同参画「こころの相談室」
　家庭や地域、職場などでの性別に
関わる差別的な扱いやパートナーか
らの暴力など、暮らしの中でのさま
ざまな悩みについてご相談ください。
女性相談員が問題解決に向けて一緒
に考えます。時間はいずれも 13 時
30分～15時 30分まで。

※電話またはセンターでの直接相談です。
※相談の前日までにご予約ください。
※相談は無料、秘密厳守、男女問わず受
け付けます。
■申・ ■問 市　人権推進課 (米原庁舎 )
☎ 52-6629　■FAX 52-4539

相談日

12月10日(水)

12月24日(水)

会　場
和ふれあい
センター(多良)
Ｓ.Ｃプラザ内男女共同
参画センター(一色)

心配ごと総合相談
人権・行政・心配ごと等、市民のみな
さんのあらゆる相談に応じます。相談
は無料で、秘密は厳守されます。時間
はいずれも10時から正午まで。

■問 市　社会福祉課（山東庁舎）
☎ 55-8102　■FAX 55-2406

相談日
12月２日(火)
12月９日(火)
12月16日(火)
12月24日(水)

会　場
やすらぎハウス（顔戸）
三島荘（池下）
ゆめホール（三吉）
愛らんど（春照）
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伊吹山テレビ市民レポーター募集
　米原市行政放送「伊吹山テレビ」
では、市民の皆さんに親しまれる番
組づくり、市民の皆さんといっしょ
に盛り上げていく伊吹山テレビを目
指して、市民レポーターを募集しま
す。
応募資格▶①市内在住・在勤の方②
平成２０年４月１日現在で１８歳以上
の方（高校生不可）
応募方法▶履歴書に必要事項を記入
のうえ、市政番組に対する思いを
書いた作文（400字程度）を添え
て、郵送もしくは、米原庁舎情報
政策課までご持
参ください。提
出いただいた履
歴書・作文は返
却いたしませ
ん。
選考方法▶提出い
ただいた作文と
面接により選考
を行います。
募集締切▶平成２０年１２月１２日（水）
■申・ ■問 市　情報政策課（米原庁舎）
☎ 52-6627　■FAX 52-5195

現状有姿にて引渡します。契約締結後、60日以内に移設し、契約管理課へご連絡してください。現地を確認します。

㋐引渡し後の不調や故障の保証は一切いたしません。返品にも応じられません。
㋑撤去工事等に係る全ての費用は、買受人の負担とします。基礎ブロック等必ず撤去し、整地すること。
㋒「バス乗務員休憩所」の表示は、必ず消すこと。

米原市市場　大原生涯学習センター前
イナバ・シグマスペース一式
規模　間口　3ｍ　奥行　2.4ｍ
構造　鋼製プレハブハウス（多雪地型）
（平成14年3月1日　米原市市場地先大原生涯学習センター前に設置）

提出場所：契約管理課
受付期間：12月1日(月) ～ 12月12日（金）17時15分まで
提出方法：持参または郵送（必着）　
バス休憩所売却説明書・見積書は、契約管理課ほか、各庁舎窓口で配布します。

第３回米原市芸術展覧会
作詞作曲部門　最終審査発表会
　出品者本人等による作品披露の後、
入賞作品を選出します。市内音楽団
等による記念演奏も行われます。
日時▶12月14日(日) 13時30分～
会場▶ルッチプラザ  ベルホール310
■問 まなび推進課 (山東庁舎 )
☎ 55-8106　■FAX 55-4040

不用になったバス乗務員休憩所を売却します不用になったバス乗務員休憩所を売却します

■問 市　総務部契約管理課（米原庁舎）　☎ 52-6781　■FAX 52-4447

15,000円

法律相談
　毎月第２木曜に「法律相談」を開
設しています。弁護士が相談に応じ
ます。秘密は厳守されます。事前に
お申込み予約が必要です。
日時▶12月11日（木）10時～12時
場所▶愛らんど (春照 )
費用▶1,500円
■申・ ■問 市　社会福祉協議会　本所
☎ 54-3105　■FAX 54-3106

売 却 物 品1

最 低 価 格2

附 帯 条 件3

物 件 の 引 渡 し4

見積書の
提出に
ついて

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお申込み・お問い合わせは情報政策課 電話 52－6627 へ…
　　　◎広報まいばら 広告掲載料金：１枠　15,000 円（13,400 部発行・市内全戸配布）
　　　◎市公式サイト 広告掲載料金：１枠・１月　10,000 円（月平均アクセス数　18,000 件）

Ｂ＆Ｇ「海洋体験クルーズ」
参加者募集
　東京 晴海ふ頭から小笠原までの、
乗船中に海に関する学習や研修のほ
か、マリンスポーツ体験や自然活動
などを行います。
日 時▶平成21年３月26日(木)～31
日(火)　[５泊６日　船内泊]
対象▶小学４年生～中学３年生の男女
定員▶６名 (申込多数の場合は抽選 )
参加費▶80,000 円 ( 市より半額の
補助あり )
申込締切▶12月14日 ( 日 )
■申・ ■問 伊吹Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎・■FAX 58-1155
山東Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎・■FAX 57-1414
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